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本
論
文
は
、
東
欧
の
多
く
の
民
族
を
包
挟
し
、
支
配
し
て
い
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
内
の
ス
ラ
ヴ
民
族
、
中
で
も
、
従
来
、
研
究
書
等
に
お
い
て
も
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
内
の
小
規
模
の
ス
ラ
ヴ
民
族
（
具
体
的
に
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
、
ク
、
ア
チ
ア
人
、
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
セ
ル
ビ
ァ
人
）
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
動
向
と
比
較
し
つ
つ
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
の
再
編
、
あ
る
い
は
東
・
中
欧
の
再
編
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
の
問
題
関
心
の
中
心
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
の
帝
国
の
解
体
と
諸
民
族
の
分
離
・
独
立
の
意
味
を
、
歴
史
的
な
連
続
性
の
中
で
問
い
直
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に、一九仙紀後半から帝国解体に至るまでの、束・中欧述邦化構想と比族迦励とを検討してゆく。
歴
史
的
に
、
民
族
と
そ
の
境
界
線
が
複
雑
に
交
錯
し
、
社
会
階
層
の
あ
り
方
に
も
、
か
か
る
民
族
の
繭
層
関
係
が
反
映
し
て
い
た
東
欧
においては、各民族の「分離・独立」自体が、「｜民族．｜国家」というＺ目・ロの［ｇのの形成には結びつき得なかっ
た
。
逆
に
、
独
立
・
分
離
宣
言
後
の
人
為
的
国
境
画
定
が
、
戦
後
新
た
な
民
族
対
立
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ民族問題
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問
題
設
定
羽場
久
泥
子
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ氏族側題
１
表
継
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諸
国
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民
族
構
成
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四
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歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
多
民
族
捉
住
地
域
を
杯
編
す
る
に
あ
た
っ
て
、
述
邦
制
、
即
ち
識
民
族
の
緩
や
か
な
統
合
が
、
必
ず
し
も
理
想
主
義
的
、
例
外
的
で
な
い
こ
と
は
、
今
Ⅱ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ソ
連
州
と
い
う
超
大
国
が
い
ず
れ
も
（
そ
の
形
態
、
統
治
構
造
が
異
な
る
と
は
い
え
）
述
邦
制
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
限
ら
ず
、
昨
今
の
地
域
主
義
の
潮
流
が
、
い
わ
ゆ
る
貞
目
○
コ
の
日
［
の
３
の
矛
盾
を
つ
い
て
現
れ
て
き
て
い
る
事
実
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
東
・
中
欧
の
再
編
は
、
単
に
ハ
ン
ス
・
コ
ー
ン
の
言
う
よ
う
に
、
「
国
境
（１）
線
を
氏
族
集
団
の
境
界
線
に
従
っ
て
ひ
き
な
お
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
氏
族
対
立
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
大
国
に
挟
ま
れ
た
諸
氏
族
が
い
か
に
平
和
的
な
緩
衝
地
帯
を
自
民
族
地
域
と
そ
の
周
辺
に
つ
く
っ
て
い
く
か
と
い
う
「
共
存
」
の
試
み
と
し
て
行
わ
れ
た
表
よ
り
明
ら
か
な
如
く
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
い
う
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
独
立
国
家
は
、
例
え
自
ら
「
民
族
国
家
」
を
標
傍
し
た
に
せ
よ
、
現
実
に
は
、
多
民
族
国
家
と
し
て
、
国
内
に
、
二
大
民
族
の
対
立
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
等
周
辺
諸
民
族
の
不
満
と
額
上
修
正
要
求
を
包
摂
し
つ
つ
、
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
氏
族
は
、
両
大
戦
間
期
の
新
国
家
に
お
い
て
、
国
内
に
お
け
る
民
族
対
立
と
対
外
的
領
土
問
題
に
苦
し
め
ら
れ
、
蛾
終
的
に
は
民
族
対
立
に
乗
じ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
介
入
と
国
家
の
解
体
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
東
欧
の
実
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
束
・
中
欧
の
国
家
形
成
の
在
り
方
を
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
角
で
考
察
す
べ
く
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
解
体
期
の
民
族
問
題
解
決
の
選
択
肢
を
洗
い
直
し
て
み
る
こ
と
は
、
甑
要
な
作
業
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
検
討
に
よ
り
、
地
理
的
に
、
西
に
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
東
に
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
と
い
う
大
国
に
囲
ま
れ
て
い
る
束
・
中
欧
に
あ
っ
て
、
彼
ら
が
ヨ
ー
ぃ
シ
バ
国
際
政
治
の
中
で
生
き
抜
く
妓
善
の
国
家
形
態
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
にあって、彼ら〆
明
ら
か
に
し
た
い
。
の
で
あ
る
。
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
秤
編
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
問
題
四
七
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けに全二そいれ、遮るドクいＩｌＩＦル〔にるし体アオＬ。続ソ邦・述帝う災・お
スた、人ぞむけ連をそ)１，国１，上を１，，い
うい将のれして邦「|’し、ｊＵＩ判｜ﾘ１Ｋｋて
ヴとにｌものろいの心て＃〔に（）らに、
主芳、旅し筆る圧と、Ｋｋとあかお分義え’１１解ヴ者と力すそ連どろにけ雛
、る来放工の言にるれ）１１主うしゐ・
ネ゛研とル１１１１え対周がＭｉら・たＪｈｊｊｌ
オ死ド|：か題なし辺実旭ずしい，、立
・が会ら関い、謝り１，，か。族の
ス不言にど心だ東大さチ大しの迷
う光義ののろ.ｌ到れト戦、〃成
ヴ分のよ[|］うIllのる’’１１］個ｒ,；は
主で’１りう心か欧危Ｊｌｉ、期々の、（､１
錠あＭＨには･で似がデかのし第八
のつにｌ１Ｉ１、はと左イら氏力一
存たつ題來繰否かミ第族に次
ｲI：オいを欧り定つトーｌ１ｉっ，U：
が’て把の返的に、次位い界
《オーストリア＝ハンガリー帝国、1867-1918》
ハプスブルグ帝国の再編とスラヴ民族問題
一般に知られており、かかるスラヴ主義の影響の存在ゆえ
に、彼らの「連邦」に対する考え方は当然、ハンガリー人、
ルーマーーア人とは異なっていると考えられてきた。例えば、
スロヴァキァは、その言語的・地理的位置から、「文化的
スラヴ主義」の理念が最も花開いた地域であると言われる。
しかし、現実の政治改革の運動には、この理念はいかに反
映しえたであろうか。また、国家建設の問題として、この
理念はどこまで有効性を持ちえたであろうか。また、南ス
ラヴに関しては、ヴォイヴォディナのセルビア人地域は、
ハプスブルク帝国の外のセルピア人による、いわゆる「大
セルビァ」主義と、クロァチァ人の「三重王国化」構想の
狭間に位潰し、歴史的に民族運動の活発な地域であった。
このヴォイヴォディナのセルビア人及びクロアチア人の動
向を考察することにより、他民族との現実的妥協の方向が
探れるのではないかと考える。
こ
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
「
ス
ラ
ヴ
」
民
族
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
それぞれの民族・階層が異なる以上、解決すべき課題・方
四
九
以
上
の
問
題
側
心
に
そ
っ
て
、
木
論
文
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
Ⅲ
氷
期
に
お
け
る
束
・
中
欧
の
旧
家
再
編
の
在
り
力
を
、
ス
ラ
ヴ
洲
民
族
の
災
祇
的
研
究
に
よ
り
、
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
！
う点特内
さとがに’）こ
らしあ一独れ
にてて九立に
、いら］ｉ迎力１１
オたれ○ｍｂえ
｜かた年指、
スの研へ代導iil1i
l、分究Ｊま者・大
リ折がでに戦
アＩ土主はよ’111
,,、流、リル１
，、必を第、か
ンず，１１－小ら
〃しめに氏第
リも、はノルミニ
１充帝、の次
二分ｌ副帝氏」１ｔ
1Ｋ行内国族界
王わ部解独大
回れの体立戦
内てICがにｉ(［
のこ族必｜Ｍ１後
ハな述然すに
ンかりｉｂでるか
〃っがあ研け
りた束つ究て
｜・・たがＩ士
llllIlIかイ１１、
の欧否継マ
スのかい・リ
ラ地のでリ
ヴ域検ｌｌｌク
氏全討版、
族体、さぺ
へを第れネ
スみ二、シ
|；，繩蝿を
丁し、を’１１
キてｌＩ１ＩＩＩＰ心
アい外んと
人か亡だす
、な命．る
クる者か’１１
，，囚Ｕ）かオ
ア家リリ(る｜
ｻﾞ脳illW
人を１libのり
、行に１ｲァ
カお無で伽
ハプスプルグ帝旧の再編とスラヴ民放柵地
兀○
法
は
、
多
械
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
個
々
の
述
勅
、
方
針
を
よ
り
克
明
に
迫
っ
て
い
く
と
、
彼
ら
は
独
自
の
要
求
を
禍
げ
、
氏
族
と
し
て
の
統
一
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
自
民
族
の
役
削
を
よ
り
虹
祝
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
、
異
氏
族
と
の
共
存
の
中
で
、
西
欧
、
ド
イ
ツ
、
Ⅷ
シ
ア
、
ト
ル
コ
の
識
大
国
に
Ⅲ
ま
れ
て
い
る
自
他
城
を
い
か
に
緩
衝
地
粥
、
平
和
地
域
と
す
る
か
に
腐
心
し
て
い
た
の
で
あ
たす
０，－ 次に、．研究史について簡単に触れておきたい。
旧
来
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
解
体
と
、
諸
民
族
の
独
立
は
、
東
欧
の
近
・
現
代
に
と
っ
て
根
本
的
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
カ
ー
ン
、
ヤ
ー
シ
、
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
主
と
し
て
帝
国
維
持
・
解
体
と
氏
族
対
立
に
鵬
点
を
あ
て
た
砿
た
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
る
し
本論文において、最も有用であったのは、目３８穴四口の白いのは脇、一穴円忌めび『厭口の筋冒い菖口、百『・『の日、○二回目農‐
㈱
日
ロ
の
丙
・
３
９
コ
（
二
砿
王
国
期
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
問
題
の
歴
史
に
関
す
る
史
料
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
一
八
六
七
年
以
後
、
一
九
一
三
年
ま
で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
内
諾
民
族
（
ス
、
ヴ
ァ
キ
ァ
人
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ル
テ
ニ
ア
人
）
の
民
族
（６）
運
動
の
諸
史
料
（
集
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
決
議
、
参
加
者
等
）
が
、
詳
細
に
わ
た
り
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ニ
ー
ー
フ
ル
ハ
ウ
ザ
ー
が
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ民族問題
五一
（５）
ル
パ
チ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
）
に
関
す
る
研
究
は
、
旧
来
き
わ
め
て
不
充
分
で
あ
っ
た
。
彼
ら
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
と
共
に
、
帝
国
の
最
下
層
の
諸
民
族
を
形
成
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
民
族
運
動
は
、
帝
国
内
の
チ
ェ
コ
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
独
立
連
動
の
研
究
の
陰
に
か
く
れ
て
き
た
。
彼
ら
は
、
ま
た
、
社
会
主
義
連
動
の
側
か
ら
は
、
旧
来
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て、「歴史なき民」、あるいは、一八四八年ドイツ、ハンガリーにおける「ブルジョワ」雄命に対抗する「反動的」な
民
と
規
定
さ
れ
た
存
在
と
し
て
、
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
欧
米
あ
る
い
は
現
地
に
お
い
て
さ
え
、
か
か
る
「
小
規
模
」
な
ス
ラ
ヴ
民
族
の
体
系的研究は、未だしの感がある。
以
上
の
研
究
状
況
の
中
で
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
の
解
体
と
諸
民
族
の
「
独
立
」
が
、
束
・
巾
‐
欧
再
編
の
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
に
な
っ
て
き
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
と
一
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
か
か
る
小
規
模
の
東
欧
諸
民
族
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
周
辺
諸
民
族
と
い
か
に
共
存
し
つ
つ
、
自
民
族
を
平
等
・
対
等
な
地
位
に
ひ
き
あ
げ
る
か
と
い
う
問
題
こ
そ
、
’
九
世
紀
後
半
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
に
お
け
る
彼
ら
の
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
は
実
態
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
特
に
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
以
後
、
一
九
六
○
年
代
後
半
よ
り
、
來
西
の
緊
張
緩
和
の
兆
し
と
、
ヨ
ー
ｕ
シ
バ
統
合
の
可
能
性
の
下
で
、
徐
々
に
、
東
欧
諸
地
域
の
共
存
の
あ
り
方
が
Ⅲ
わ
れ
始
め
、
述
邦
櫛
想
の
械
極
的
評
価
が
誠
みられ始めたのである。
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
民
族
問
題
五二
編災した、【の］の［両Ｐ３Ｂご］‐の切一の召］）：鼻・域の巴の〔の日のい＆愚口の〔｝⑪ぐ。ぐの恩冨］〔の日目『．（束ョ１回ッ。〈亜近現代史
（７）
史料災）も那実確認に役立った。
□○百日のロロ穴の一・ぐのロ切恵日巨目『（江口の日巨圓昌ロぐ『・序月面己溢１＄］←（ス、ヴァキア氏族迎助に側する史料）に
（８）
つ
い
て
は
、
膨
大
な
史
料
災
の
一
部
し
か
入
手
し
え
て
い
な
い
が
、
利
川
し
・
え
た
限
り
に
お
い
て
有
川
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
こ
で
は
使
川
し
な
か
っ
た
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
民
族
主
義
者
ヴ
ァ
イ
ダ
と
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
の
譜
筋
災
に
見
ら
れ
（９）
る
、
帝国を多一氏族的立恋国家に改造し「近代」的国家Ⅳ雌を試みようと
する述
川
榊旭汁
阿
は一不
唆
的であ
る。
（Ⅲ）
そ
の
他
、
ホ
ッ
ジ
ャ
の
凹
想
録
が
小
氏
族
の
共
存
の
あ
り
方
を
一
水
し
、
興
味
深
か
っ
た
。
研
究
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
か
な
り
出
さ
れ
て
い
る
の
で
個
別
の
説
明
は
行
わ
な
い
が
、
特
に
連
邦
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ィ
ー
（Ⅲ）
ラ
ー
、
メ
ー
レ
イ
、
ケ
ー
ヴ
ァ
ー
ゴ
Ｉ
ら
の
研
究
が
批
放
で
あ
っ
た
。
本
納
文
は
、
か
か
る
研
究
の
流
れ
に
そ
う
形
で
、
Ⅲ
来
兇
過
ご
さ
れ
て
き
た
小
川
桃
か
ス
ラ
ヴ
氏
族
の
励
向
に
無
点
を
鵬
え
つ
つ
、
帝
国
の
解
体
と
民
族
の
国
家
再
編
に
際
し
、
諸
民
族
の
共
存
、
柵
互
協
力
関
係
の
試
み
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
現
代
の
東
欧
関
係
に
、
若
干
な
り
と
も
新
し
い
見
方
を
呈
示
し
た
い
と
考
え
る
。
（注）
（１）餌目⑭【・ロＰｕ》貝鳥。Ｑ』冒尊Ｑ房言上切賃骨幹腓。、封苛“§旦陣円３ｍ５§且Ｚ：ペ。『六・』①臼・℃．②８．
（２）羽場久梶子「ハプスプルク帝国末期のハンガリーにおける氏族と旧家－１『ドナウ述邦』構旭による中・東欧Ｗ細の
試
み
ｌ
」
『
史
学
雑
誌
』
、
一
九
八
四
埖
第
九
三
縄
鯆
二
場
．
同
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
に
お
け
る
雌
臓
と
同
家
－
‐
ド
ナ
ウ
縦
域
謝
睡族地域における祉会主義遮邦化の試みと破綻ｌ」『共潅主義と国際政論』、’九八四年、節九巻、繍二殿、七‐九川’汝
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言》ョ§。§＆篭討且之、窪３討員誌§毬、（言ＤＣ認白置ミミョマニの３口⑰、の、のワのロく○回幻。ｎケロａｏの。、晒勺］閉ｎヶ丙餌回ロロ尻目『一ケのご砥
冨：穴．ご氏①Ｐ』①『○・トｓｏへ貰困鼠、貝ご麓§（ロミミミ息討』怠いへ、Ｃ－画目恥、○苫Ｑ・Ｓ８ｌ』巴、．⑫。Ｐ⑪伝胤：Ｃ【】。□月、．。２８ぐ局旨
の［□の冨笥ｏｐｎｏｐ⑪臼口はロの⑫ｎ厘・ｍｐＣ閏の⑫［．］＠ｍｍ．Ｃ声②Ｈ］の⑫四口。■日ケ“日］の厭く】、ロ・司意国ｎＣＳ侭薗尹さ認Ｓ同寄鴬『ごｇｐＮＳロ
ミミ斡試白戟ｇｐへ同冒筧蔚３．冨忌§貝の』貝図やＺの三ぺ。『【・】Ｃｇ・少・〕・菖昌・弓鳶画８８§殉ご§Ｓ句電・Ｂ３－Ｂ』傘．Ｏ餌日す【拭いの．
菖口のの。》】し、］・少・］・菖旦山●鳶、§§閃く鳶起８８贋ミミ○蔓ｓ句ご巳国‐ご局・勺三目①一℃三ｍ．】や①①．宣回ョ葛：Ｑ２⑫Ｎ百・ｂ狩
延８８§、９）司目３３吋．』段②－＄局・国ロロ。【ＨＬｌＰニヨ目・巳⑰○・
（４）口・国の。の⑰．ｐ：§骨・ぃ（ｕ目⑮弓、昌貫ｇ§且§Ｒ炉・ａ。。．』国司・向・口の口のい》国鳥輻、、Ｓ圀旦ｐ§。②§ロケ、ご鼠、詞七○へ５－．
勺『凹碩Ｐ⑪巳隈・ゴ・○日目日・』こ§の。ご⑩ヨミミぃａｎのミミ同ミｇＱ・塚２■・具・Ｂｍｍ卜・国⑪のロ日：Ｐｇ周§且。ミ。、§薗・
目Ｃ５ａｍの。のい勺ロュの．』し農・ロ】日一日）のＣ）Ｃａ〕のぐ】、．ご甸○、§・ヨミペ漢、。：§・巳履１ｓ局．、口屋・日】Ｐ】①『⑰．
（５）ミ月ごミミい魁哨＆灘野禽⑩．Ｈご・・扇も１ｓ届》四脚８闇。（兵蒔『§い肝ロ§貝狩尋貝いあ３Ｐ切目§の⑪【・巳『ｍ・い。の評の丙ロ『ケ：．、ざ・
守苛ごこい房）こ§燭愈否○乱『。§｛ぎぎ員｛首寿§ａ】やいミミ・で３９）ご召・〕○の８ゴ菖涛白⑫・のご旨奇骨・崔、○匂狩貝輯時（。ご・９円旨目，
丙；ご＄・吊嵜》ご鴬吻忌ミミ瀞。、園ｓご§、局８－』⑩壇・㈲：『の▽・］＠の⑪．シ日ペの】ｍ・旨、『穴Ｃａ［：且旬日具向．、厨百・』くミミ○員．
』且苛瞠§日意、○辱狩匂旦」くｑｇ目瀞旦向：】：鷺延：（則目ＣＱ蔵向．、旬日ワュロ晩①．菖騨のの・・巳⑪、。
（６）（、貝○寿白鳥言い魚懲凰討野旦冴＆「忌蔦忌冨山ご月ごミミ鷺骨§ロミロ序営昌曾＆。§》畠国司ｌご田・めいの『六・床のョの具の・思・。『・
〒『ぐ宍。【・口乞ロロロの叩〔。。①、⑭－■①司惇。
（７）函鳥『１．両葛ごＲ・ＢＳＩ巳衛Ｓ‐肝』侭曾冒ミ忌廻ａｓ蔦図＆「§§§§国営の蔦ご》⑪噴閂岸・Ｚ一日の島目の。『同旦一・
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
民
族
問
題
五
＝￣
期であった。
東
欧
で
は
、
一
八
四
八
年
革
命
は
、
封
建
的
諸
制
度
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
殖
命
」
と
し
て
の
社
会
変
革
の
特
徴
に
加
え
、
そ
の
社
会
榊
造
の
多
民
族
的
性
格
故
に
、
「
氏
族
革
命
」
と
し
て
の
特
徴
を
濃
坪
に
示
し
て
い
た
⑪
即
ち
、
こ
の
時
期
は
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
内
の
各
民
族
の
解
放
遮
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
民
族
の
利
害
を
掲
げ
つ
つ
、
妓
初
に
、
か
つ
広
範
な
地
域
に
わ
た
っ
て
高
揚
し
た
時
〈
－
〉
一
八
四
八
年
砧
命
期
す
で
に
こ
の
時
期
、
ス
ラ
ヴ
氏
族
に
よ
る
帝
国
の
枠
内
で
の
束
・
中
欧
再
編
の
試
み
が
見
う
け
ら
れ
る
。
その代表的な者が、チェコ人。ハラッキー（勺、］月ご》司日口蔚の丙）であった。彼は、ドイツ革命派によって召集され
ハプスプルグ帝国の阿編とスラヴ氏族問題
五四
（８）□・曹司§ご詠い§§爵§ミー嵐、＆３回‐す§鷺。８万．３．ｓ＄‐Ｓ国・国日己の一句く“．ご目．
（９）司鳶之貝§Ｑ冒臣、§す菖母エミョ§‐範§沼ｑ》司奇勾包・司物ａ崔狩首斡鳥、『ミミ・どｇ§訂。．§晒崗、§§且．ぃ
Ｓ§Ｒ鳥ｑ・巴・耳尻巳Ｂ閨Ｒ亘づめ．Ｆ§のＰＳ三・
（
、
）
冒
匠
口
出
・
＆
“
・
尊
鳥
§
ｓ
寓
曾
ｐ
ミ
ミ
同
置
息
、
局
員
８
３
：
乱
司
腎
笥
時
§
§
卜
・
目
・
Ｐ
屡
砲
・
（Ⅲ）冗且・』冷蔓の§・Ｄｑ、圏国・屏冒属笥ｂ・斡目日§・の：‐恩］ＰＢＳ・罵司の一○百一Ｐ、ｇ：恐い§…Ｐ簾鳥（
恩＆蔵』§冴口望己８漢碕営・ヨミ３骨・閂段２℃昆国且§の異．ご＄・菖酔の】の百一四・園恩ロ・日毎・口の：ロの》ロ圏Ｑ２の日・日：ｑ
臼の函：めぴ貝碩曾菖・月月嵐のごＱの。］：『の口桿忠千＄辰菖・」さ§烏辱め黛員図嵜辻・島：い・戻し丙且の目巴・国巨８℃の⑫〆』ｂのｍ・
恩くい、。屈圏ぴ・』』合国ミミ胤飼武騨“§・訪巳局‐ご‐』§・ｍ８８の⑩〆ご段・他に、Ｆ・⑫。⑭曰く：ロ８口Ｑ諒目訂鳥目曾劃・
ｎｏ目の［局員・】⑩忠・丙・砕匡２口月『・淳鳥目房爵曽、§：（§回向§Ｑ３ｎ槌日鷺・Ｐ・ロロ・口・】遭い・をも参照した。
－
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
に
お
け
る
ス
ラ
ヴ
比
族
間
脳
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
へ
の
参
加
呼
び
か
け
に
対
し
て
は
、
敢
然
と
こ
れ
を
拒
否
し
、
ｎ
ら
が
ス
ラ
ヴ
腿
族
の
一
員
た
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
但
し
、
彼
は
、
そ
こ
で
、
単
に
ス
ラ
ヴ
氏
族
の
統
一
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ｕ
シ
ア
に
対
抗
し
、
ウ
ィ
ー
ン
と
結
ぶ
こ
と
が
チ
ェ
コ
人
の
利
益
で
あ
る
こ
と
、
ス
ラ
ヴ
人
の
み
な
ら
ず
、
ド
ナ
ウ
河
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
諸
民
族
の
平
等
に
艦
づ
く
（１）
共
存
こ
そ
が
、
彼
ら
を
解
放
す
る
道
で
あ
る
こ
と
、
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
既
に
こ
の
時
期
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
、
平
等
の
樵
（２）
利
を
持
っ
た
八
民
族
地
域
に
分
割
し
、
連
邦
制
に
韮
づ
く
国
家
形
態
に
移
行
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。
ここに見られるように、既に一八四八年革命の段階で、スラヴ民族の側から「帝国内の諸民族の平等」による共存
が要求されていたのであり、オーストリア皇帝側による「クレムジール恋法」も、ハンガリー革命政府によるルーマ
ニア人への講和案（ロ『・］のＲＱのｐｐＱｍ８感・ロ）」も、かかる氏族迎勅への調歩の産物として現れてきたのである。特に
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
が
、
日
民
族
を
主
導
と
し
た
強
力
な
「
国
民
国
家
」
の
形
成
こ
そ
、
芯
命
を
成
功
さ
せ
東
・
中
欧
を
安
定
さ
せ
る
、
僻
幹
で
（３）
あ
る
と
し
て
、
紺
氏
族
の
平
等
の
解
放
に
無
Ｍ
》
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
評
価
と
は
異
な
り
、
典
に
被
抑
圧
民
衆
を
解
放
し
よ
う
と
す
る
「
拡
命
的
な
」
比
族
は
帝
川
内
の
「
反
勅
」
と
い
わ
れ
た
小
ス
ラ
ヴ
民
族
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
同時期に附催された「スラヴ会議」についても、若干の考慮が必要であろう。
「
ス
ラ
ヴ
会
議
」
の
召
災
と
開
催
が
、
現
実
に
は
東
欧
に
お
け
る
ス
ラ
ブ
誌
氏
族
の
文
化
的
・
思
想
的
・
政
冷
的
扣
違
を
示
す
も
の
で
あったことはよく知られていることである。いわゆる「文化的パン・スラヴ主義」を代表していたハンガリー内ス皿
ヴァキァ人ら、「オースト匝・スラヴ主義」を代表するスⅧヴェーーア人・チェコ人ら、「メシア的スラヴ主義」を代表
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ら
に
よ
る
巡
動
は
、
必
ず
し
も
共
通
の
基
盤
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ス
ラ
ヴ
会
議
の
中
で
主
張
さ
れ
た
戦
術
、
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
側
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
比
族
問
題
五
五
ろ
う
か
。
こ
の
時
点
で
は
、
帝
川
か
ら
の
分
離
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
あ
る
い
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
以
外
、
Ⅱ
腿
に
の
ぼ
っ
て
お
ら
ず
、
ス
ラ
ヴ
縦
氏
族
の
多
く
は
、
帝
国
内
で
の
諸
民
族
の
共
存
こ
そ
政
治
的
・
軍
事
的
に
も
、
か
つ
経
済
的
に
も
、
周
辺
強
国
に
対
抗
し
う
る
最
善
の
方
策
で
あ
る
と
把
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
革
命
の
進
展
の
中
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
玉
川
内
の
ス
ラ
ヴ
諸
氏
族
、
特
に
、
ク
、
ア
チ
ア
人
、
ス
ｕ
ヴ
ァ
キ
ア
人
の
側
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
族
に
対
す
る
行
動
に
お
い
て
、
相
違
が
現
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
現
実
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
輔
命
を
担
っ
た
人
々
、
特
に
小
貴
族
層
の
当
時
の
限
界
を
示
す
問
題
で
も
あ
り
、
ま
た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
の
帝
国
内
に
お
け
る
社
会
的
な
地
位
の
違
い
を
も
如
実
に
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ民族問題
五
六
及び敵とする相手は、統一的なものではありえなかつ（樫。
しかし、大会で採択された「ヨー四ッ。ハ諸民族への宜言（『ず①三目篇⑪［・［・島のＺ目・ロ⑪。【同月・ロの）」において、
彼らは、次のように「帝国内スラブ民族」の理念を示している。
「
ス
ラ
ヴ
民
族
は
、
征
服
さ
れ
る
こ
と
を
も
支
配
す
る
こ
と
を
も
欲
せ
ず
、
自
ら
と
あ
ら
ゆ
る
他
の
人
々
の
自
由
を
要
求
す
る
。
…
…
ド
イ
ツ
人
は
力
を
持
っ
て
、
幾
多
の
ス
ラ
ヴ
人
を
脅
か
し
、
…
…
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
、
氏
族
の
排
他
的
権
利
を
主
眼
し
て
は
ば
か
ら
な
い
。
仇
々
ス
ラ
ヴ
氏
族
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
労
え
方
を
非
難
す
る
。
…
…
こ
の
図
は
、
根
本
的
に
Ⅳ
編
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
新
し
い
（
地
理
的
）
国
境
に
雑
づ
か
な
い
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
新
し
い
原
則
に
蛾
づ
い
て
。
そ
の
脈
川
と
（５）
は、帝国を、すべてが平等の椛利を持った諸民族の述邦（８口［のＱの『ロロ・口）に改組することである。」
こ
こ
で
も
、
ス
ラ
ヴ
諸
氏
族
が
、
市
川
の
改
編
に
よ
る
東
・
中
欧
紺
民
族
と
の
平
竿
に
蛾
づ
く
共
作
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
砿
認
で
き
る
〔
ま
ず
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
み
よ
う
。
七
○
○
年
に
亙
り
、
自
治
的
地
域
た
る
こ
と
を
享
受
してきたク回アチァでは、一八四八年革命に際し、ハンガリー鹸命政府の指導者コッシュート（【。⑪⑫貝戸口）。⑪）が、
独
立
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
家
に
お
い
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
み
を
公
用
語
と
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
に
お
け
る
異
民
族
の
存
在
を
認
め
な
か
っ
た
（６）
（ハンガリーにはハンガリー国民のみが存在すると公一言した）ことについての不満が、特にイリリア運動と農奴解放
運
動
を
刺
激
し
、
反
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
掲
げ
さ
せ
た
。
し
か
し
か
か
る
ク
ぃ
ア
チ
ア
の
「
反
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
」
が
、
必
ず
し
も
臓
接
に
「
反
茄
命
」
と
は
い
え
ず
、
民
族
解
放
、
農
奴
解
放
革
命
と
し
て
の
性
格
を
も
攻
複
し
て
備
え
て
い
た
こ
と
は
、
黒
住
氏
に
よ
っ
て
も
弧
（７）
調されている。この場合、クロアチァの民族運動の指導者ガイ（○口］．□且のぐ岸）、クロアチァ総督となったイェラチ
ッチ（〕の冒陸口］・の》ロ）、「マティッァ・フルヴァッカ（三面は８旨くい８百）」は、大スラヴの統一をその妓終理念とし
な
が
ら
も
、
反
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
し
て
の
ク
、
ア
チ
ア
の
自
治
を
守
る
た
め
に
帝
国
の
枠
内
で
の
同
民
族
解
放
を
ク
ロ
ア
チ
ア
に
と
っ
て
の
（８）
当
面
の
最
大
の
課
題
と
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
ス
回
ヴ
ァ
キ
ア
人
の
氏
族
迎
励
は
、
ク
Ⅶ
ア
チ
ア
人
の
迎
励
と
は
若
干
異
な
っ
て
い
た
。
ス
Ｗ
ヴ
ァ
キ
ア
人
は
、
一
八
四
八
年
五月に、リプトフスキ・スヴェティ・ミクラーシュ（ロロ［ぐ⑪嵐⑪ぐ・亘罵画凹ハンガリー名リプトー・セント・ミク、
－シュＥｂ８の㈹８［且丙ざの）における民族集会に際しては、ハンガリー化を批判し、スロヴァキアの自治を要求しっ
（９）
つも、躯木的には「血目．旧」を掲げるハンガリー革命との友好と「ハンガリー王冠」の下での忠誠を拒否せず、帝国の
（皿）
民主主義的改編を主張していくこととなったのである。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
民
族
運
動
指
導
者
で
、
ス
ラ
ヴ
会
議
に
お
い
て
も
積
極
的
に
文
化
的
パ
ン
・
ス
ラ
ヴ
主
義
を
主
張
し
た
、
コ
ラ
ー
ル
（【○辰『・〕：）シャファーリク。（の具獣涛》‐勺口ぐ。｝」◎㈱の【）らの流れを継ぐスラヴィストであるシュトゥール。（の已司》
ハプスブルグ帝国の再編とスラヴ氏族問題
五七
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
問
題
五八
［』Ｑ○ぐ】［）》及びルター派のフルパン（四日ｄｐＰ］○いの瑞冨】｝。⑪一口ぐ）・ホッジャ（函。息口．．富月日の一言一一・の－煙く）らは、イェラ
チ
ッ
チ
と
同
様
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
派
と
結
ん
で
民
族
顕
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
さ
し
む
け
よ
う
と
す
る
が
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
人
民
衆
の
多
くはこれに従わなかったので延型・
この違いはどこからきたのかを論ずることは川難であるが、少なくともク回アチアが、長期に－且る自治権を享受し
ていたが故に、これを犯すハンガリー砧命の行為に対しては、貴族のみならずク⑪アチァ民衆（農民）においてさえ
共同で対抗できるだけの運動の基盤、自治意識をもっていたという意義は大きい。他方、スロヴァキァでは、「文化
的スラヴ主義」が未だ知識人を中心とする啓蒙活動であったことから、現ス何ヴァキァの首都、ブラチスラヴァを根
拠
地
と
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
政
府
の
政
簸
に
、
ス
回
ヴ
ァ
キ
ァ
氏
族
迎
勅
桁
尊
者
が
、
ク
ロ
ァ
チ
ァ
の
民
族
主
義
肴
と
は
異
な
る
期
待
を
よ
せ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
’
八
四
八
年
革
命
が
、
か
か
る
諸
民
族
の
相
互
対
立
の
中
で
挫
折
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
時
期
に
め
ざ
さ
れ
た
ス
ラ
ヴ
人
の
民
族解放と帝国改編の課題も、結局、実を結ぶことはなかった。しかし以上の経過にも示される如く、帝国内「スラヴ
氏族」は、一八四八年革命の段階では、汎スラヴ、大スラヴを理念としている氏族迦勅も含め「諸民族の平等を腿礎
とした共存」を旨とする帝国の再編が、かれらの民族利害を代表する最善のスｍ１ガンであったのであり、一八五○
年代に始まる種々の「連邦制」構想の基盤も、この革命と抗争の中で形づくられていったといえよう。
（注）
（１）囚伊ロ⑩【○ケＰエョー切行ご掛曹・愚切迫騨裂ミゼロ誌回苞、○一。ｍ】。ご日ぐ．。｛ｚｏ可のＣ包日の勺靴の脇・ｚｏＲのロ日ロの．Ｈ口臼回口Ｐ巳田・ロロ・
ｍｍ－ｍｍＤ
（８）妙」く口偽）守司Ｃ汀・いＳ筒へＣごｑａＱｇ何試さ、日：』貿駒句恩Ｒ屋畠Ｉも－。§》賃貸館）ミミ周月昼８罫ミ』＆「尽蔦註誌鳥ご「己吻鳳・
唾のいいの、怠］３月の⑪いいの鼻の⑫牌の月鈩ｐＢ８ｍ且ワの〔自召［のこ〉貝・寿・己曲司島・斡吻』軌Ｉ』⑪も§、§ぃ公・ｍＢｇｍの【．こいＰ・】ｇいぶ・
国のＩ屋』・丘・厄⑫忌口の曰の．『鳶沁且§Ｒ農莇旨葛③虻§、§目勾§◎（§ごヨミ局あ．一ｍｍ⑩【同日・ロの：ＣＰＨ［月々・○・一口日：
ロ曰く・で月いい。ｚの君『○門戸・巳『９℃・の⑭．
（９）狐イシュトヴアーンの王冠（の〔・『の［乱口宍Ｃ８Ｂ）」の洲伽州をさす。一八九六年畑イシュトヴァーンの一、○○○年衆の
際における領土規定では、東経一一一三度三九分’四四度一○と二分の一分、北緯Ⅶ五度二五分’四七度三七と一一分の一分の側
２
に位慨する、然囚境（山脈及び河川）にⅢまれた一一七九、七正九ｍの地域。即ち、呪ハンガリー価土の他、スｕヴァキァ、
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ー
ア
、
パ
ナ
ト
、
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ー
ー
ア
、
プ
ル
ゲ
ン
ラ
ン
ト
、
及
び
フ
ィ
ウ
メ
港
が
含
ま
れ
る。』、口冒こぐロ肉豈ト灸軋寿目・〆臣召［、［・切目伊ロ硯〆］＄の．．．ｇ、、百８励圃ぬ弓・『』Ｉ目○区・
（川）三回咽ゼミミ周回鞘＆司尽斡貝の－口目丙。［・面ロユロロの②［。］Ｃの】・いつ←。］□・ロのロ】Ｐ○つ。⑪一Ｆロ・の『・
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
瓜
族
問
題
五
九
（
７
）
黒
住
氏
前
掲
論
文
。
（５）ｓ蔵；ＤＰ臼Ｉ恩．
（６）宍『○畷技忌トミ。“口吻恩畷営鍾蔦旦旨恩Ｒ［・国且②ロの⑪〔・巳⑭】・『い⑭。】Ｐ
（２）”且○一【弓】のＨ９ｂｑ、目ミミ『さ§§□§§日穗司・の日佃ｌ恩一Ｐ】（説Ｐ⑭・いや上Ｃ・八地域とは、川ドイツ人オーストリア、
②
チ
ェ
コ
（
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
含
む
）
、
③
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
ガ
リ
ッ
ィ
ァ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
領
ル
テ
ニ
ァ
を
含
む
）
、
側
イ
リ
リ
ァ
（
シ
ュ
タ
イ
ャ
ー
マルクのス四ヴェニア人地域）、⑤イタリア（南チ皿ル、仰ンパルディア、ベネチア）、佃南スラヴ（ダルマチア、ク皿アチ
ア、スラヴォニア、ヴオイヴオディ十）、ｍハンガリー、⑧ルーマニア（トランシルヴァニア、プコヴィナ）。
（
３
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
旧
代
文
雄
．
八
四
八
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
に
お
け
る
少
数
民
族
問
題
」
『
史
潮
』
五
号
、
一
九
八
○
年
。
黒
住
宏
「
一
八
四
八
年
砧
命
期
の
ク
Ⅲ
ア
チ
ア
間
脳
の
一
拷
察
」
『
東
欧
史
研
究
』
六
号
、
一
九
八
三
年
・
羽
場
久
汎
子
「
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
阿
末
期
のハンガリーにおける氏族と旧家」『史学雑詠筐第九三編第二号、一九八川年。を参照
（４）Ｆ：§のロ、のＣ・○別。□・旦句、日四《⑯いほ己ＤＣ月忌風ａ国蒟・嗣儲［、日・Ｃ８ｐｐＢ：島・ｎｏ旨３ヶ甘口己ぐ・印⑩脇・ｚ２
のハンガリ｜
（４）Ｆ②ロー記『
『。【六・ｓ『⑪。
他力、これに対し、一八六○年代始め、ハンガリー人日山主瀧世族たるテレキ（日の』の冠・［し⑫頃一ｏ）、クラプヵ（臼口‐
□｝固の忌引四「）、コッシュートらは、ハンガリーの側からの「述邦」化柵想をうち出した。コシュートの「ドナウ述
〈
Ⅱ
〉
一
八
五
○
’
一
八
六
○
年
代
この時期は、一八四八年革命の挫折後、新絶対主誰（ｚの。シワ⑩・旨は、日ロの）と呼ばれる帝国再建と民族抑圧政蛾に対
抗して、束・中欧の諸民族が、再び民族の共存と税極的な「述邦」構想を掲げて迎動を商揚させる時期である。また、
束
・
中
欧
の
み
な
ら
ず
束
・
中
・
南
欧
規
模
で
、
「
連
邦
」
構
想
が
論
じ
ら
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
一
八
四
八
年
革
命
後
、
帝
国
の
多
民
族
平
等
に
よ
る
改
編
の
試
み
は
一
時
頓
挫
し
た
が
、
一
八
五
○
年
代
に
入
る
と
、
諾
民
族
は
、
冊
諮
の
使
川
椎
、
自
民
族
の
信
仰
の
自
由
、
文
化
・
行
政
の
自
治
を
要
求
し
て
再
び
述
勅
を
開
始
し
た
。
か
か
る
迎
励
を
指
導
し
た
の
は
、
セルピア人の東方教会他侶ラャチッチ（同四〕ロαか》］。⑪篤）・スロヴァキア人のシュトゥール、フルバン、ルーマニア人の
パルヌチゥ（思司目鼻旨》の圓○ロ）、ヤンク（閂目８）しご日日）、ギリシャ東方教会僧侶シャグーナ（ｍｍｍｐｐ伊鈩且『の甘）、
バ
ル
チ
ェ
ス
ク
（
ｗ
」
８
Ｈ
Ｐ
屋
８
厨
の
）
ら
で
あ
っ
た
。
特
に
、
パ
ル
チ
ュ
ス
ク
は
、
赦
命
後
の
ル
ー
マ
ニ
ア
と
周
辺
洲
氏
族
の
述
邦
化
（１）
公と軌く主張していた。
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
民
族
迎
動
指
導
者
の
目
は
、
帝
国
内
の
民
主
的
改
編
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
棋
で
の
束
・
中
欧
再
編
榊
想
へ
と
転
じ
ら
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ氏族問題
六
○
（皿）、円・ＳＮＯ］＆口・島尻。いい口［ゲ肝回口のョいの回脇風窓ａ肝届盗－局ｓ－ヶのロ圏壹圃可廷舞蔑ご口帛【自切貝》［Ｑ２・駒員⑮尽愚蔦秀．Ｈｇ⑨こす、‐
。Ｅ・御３．目歸。【・国■□いつの⑩〆巳紹・⑬唇Ｉい〕や○一Ｐ
たのである。
（４）
しかし、かかるハンガリーの宍・口【のｑの日蝕○口の構想が、イリリァ（Ｅ『１口）をも含むことが明らかとなると、
セルビァの外扣ガラシャニン（○四３忽日ロム屋口）、リスティッチ（四のばか］ｏぐ：）、ついでヴォイヴォディナ｜
ビ
ア
人
ラ
ャ
チ
ッ
チ
、
及
び
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
連
邦
主
義
者
の
パ
ル
チ
ェ
ス
ク
、
亡
命
革
命
家
ギ
カ
（
の
豆
８
．
］
ｇ
）
ら
が
、
こ
（
シ
ュ
ー
ト
の
構
想
に
関
心
を
示
し
始
め
た
。
こ
の
問
題
に
閲
し
、
若
干
具
体
的
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
セ
ル
ピ
ア
の
外
相
ガ
ラ
シ
ャ
ニ
ン
の
構
想
の
基
本
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
及
び
ト
ル
コ
帝
国
支
配
下
で
の
、
南
ス
ラ
ヴ
人
の
統
一
－
た
。
ガ
ラ
シ
ャ
ニ
ン
と
コ
ッ
シ
ュ
ー
ト
ら
と
の
接
触
の
結
果
、
彼
ら
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ァ
を
セ
ル
ピ
ア
ヘ
割
譲
し
、
（５）
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
残
す
こ
と
を
取
り
決
め
た
上
で
、
連
邦
化
に
関
し
、
く
い
意
を
見
た
。
氏
族
主
義
者
ギ
カ
は
ワ
ラ
キ
ア
で
活
動
し
、
そ
の
後
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
へ
亡
命
し
て
活
動
を
継
続
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
「
ア
メ
リ
カ
型
」
の
連
邦
を
う
ち
出
し
た
最
初
の
人
物
で
も
あ
っ
た
。
ギ
カ
の
発
想
の
特
徴
は
、
以
下
の
点
に
あ
っ
た
。
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ氏族問題
一ハー
邦
」
構
想
は
、
人
民
投
票
に
よ
っ
て
少
数
民
族
の
帰
帆
を
決
定
し
た
上
で
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ク
四
ア
チ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
と
連
邦
関
係
を
結
（２）
ぷ
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
構
想
は
、
彼
自
身
の
手
紙
に
も
一
赤
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
連
邦
化
し
て
、
一
挙
にヨーロッ．ハの大国に成長」することを目した、当時のヨーロッパの勢力均衡（国口一目８．｛勺○三の『）の現実の中でハ
ン
ガ
リ
ー
の
と
る
べ
き
道
を
権
力
政
治
の
一
環
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
東
・
中
欧
に
お
い
て
ト
ル
コ
撤
退
後
の
対
面
シ
ア
勢
力
を
結集するため、ハンガリーが中心となって、諾民族図家の迦邦（の８く①［協四【・ロ市８の日二目）を実現することを目的
（３）
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
段
階
で
も
、
や
は
り
、
一
八
町
八
年
革
命
当
時
と
同
じ
よ
》
フ
に
、
国
内
の
諸
民
族
は
無
視
さ
れ
（４）
一想が、イリリァ（Ｅ『１口）をｊ、含むことが明らかとなると、まず
リスティッチ（四のばか］ｏぐ回口）、ついでヴォイヴォディナのセル
の
パ
ル
チ
ェ
ス
ク
、
亡
命
革
命
家
ギ
カ
（
の
豆
８
．
］
ｇ
）
ら
が
、
こ
の
コ
ツ
及
び
ト
ル
コ
帝
国
支
配
下
で
の
、
南
ス
ラ
ヴ
人
の
統
一
で
あ
っ
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ァ
を
セ
ル
ピ
ア
ヘ
割
譲
し
、
他
方
、
（５）
連邦化に関し、くい意を見た。
－
プ
ル
へ
亡
命
し
て
活
動
を
継
続
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
は
、
ｂ
発
想
の
特
徴
は
、
以
下
の
点
に
あ
っ
た
。
（
１
）
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
セ
ル
ピ
ア
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ァ
、
ワ
ラ
キ
ア
、
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
、
ペ
ヅ
サ
ラ
ビ
ア
の
統
合
。
（２）述邦の鎚本は、地方分権（ｏの８日日冒口口○口）にある。
（
３
）
共
同
の
大
腿
は
、
戦
争
・
外
交
及
び
商
業
・
述
輸
の
三
点
の
み
と
す
る
。
その他の点については、この「合衆凶」榊想は、その後一八六七年に締結されたオーストリアとハンガリーの「妥
（７）
協（シＰ⑪阻一の】、冨尻局巴の枡の）に緬似していた。
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
伺
の
押
細
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
川
胆
一ハーー
（
１
）
セ
ル
ビ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
可
能
な
ら
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
、
連
邦
の
柵
成
囚
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
（６）
（２）特に、ハンガリーとルーマニアが軸となって「汎スーフヴ主義」に対抗するべきである。
こ
こ
に
は
、
Ⅷ
シ
ア
の
棚
威
か
ら
の
防
術
に
対
し
、
ス
ラ
ヴ
人
を
こ
え
て
、
な
お
か
つ
一
八
四
八
年
革
命
期
に
見
ら
れ
た
帝
国
の
枠
組
み
を
こ
え
て
、
束
・
中
欧
の
民
族
を
川
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
発
想
が
み
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
国
家
形
態
に
対
す
る
評
価
の
刑
さ
で
あ
る
。
以
後
、
束
・
中
欧
に
お
け
る
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
の
述
州
化
構
想
に
は
、
ア
メ
リ
カ
型
あ
る
い
は
「
合
衆
国
」
型
の
連
邦
化
構
想
が
次
々
と
現
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
ギ
カ
の
構
想
と
平
行
し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
一
八
四
八
年
革
命
指
導
者
の
一
人
バ
ル
チ
ェ
ス
ク
は
、
回
ン
ド
ン
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
テ
レ
キ
、
ク
ラ
プ
カ
と
会
い
、
具
体
的
に
連
邦
化
構
想
を
推
し
進
め
よ
う
と
試
み
た
。
こ
こ
で
パ
ル
チ
ェ
ス
ク
が
コ
ッ
シ
ュ
ー
ト
を
と
び
こ
え
て
、
テ
レ
キ
、
ク
ラ
プ
カ
と
交
渉
し
よ
う
と
し
た
背
般
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
内
の
諸
民
族
と
は
妥
協
し
よ
う
と
し
な
い
コ
ッ
シ
ュ
ー
ト
ヘ
の
反
発
と
、
国
内
諸
民
族
へ
の
譲
歩
姿
勢
を
も
示
す
テ
レ
キ
、
ク
ラ
プ
カ
に
対
す
る
期
待
が
存
在
し
て
い
た
。
パ
ル
チ
ェ
ス
ク
は
こ
こ
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
南
ス
ラ
ヴ
に
よ
る
「
ド
ナ
ウ
合
衆
国
」
の
構
想
を
示
し
た
。
そ
の
骨
子
は
、
以
一
下
の
如
く
であった。
ｔ
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
コ
ッ
シ
ュ
ー
ト
は
、
こ
の
パ
ル
チ
ェ
ス
ク
の
榊
旭
に
反
対
し
た
。
彼
の
反
対
の
第
一
の
理
山
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
の
分
割
が
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
冠
の
領
土
」
の
一
体
性
を
危
う
く
し
、
北
の
ス
画
ヴ
ァ
キ
ア
、
南
の
南
ス
ラ
ヴ
、
北
東
の
ル
テ
ニ
ア
、
西
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
プ
ル
ゲ
ン
ラ
ン
ト
）
の
喪
失
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
解
体
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
コ
ッ
シ
ュ
ー
ト
は
、
テ
レ
キ
の
説
得
と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
及
び
ヨ
ー
ｕ
シ
バ
全
休
の
怖
勢
を
券
血
し
た
紡
采
、
彼
が
一
八
六
二
年
に
う
ち
だ
し
た
「
ド
ナ
ウ
連
邦
」
構
想
で
は
、
パ
ル
チ
ェ
ス
ク
の
要
求
を
も
一
定
極
度
受
け
入
れ
る
方
向
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
八
五
○
１
上
ハ
○
年
代
の
ヨ
ー
ｍ
シ
バ
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
束
・
中
欧
の
迎
邦
榊
旭
の
発
展
は
、
川
内
紺
民
族
に
対
す
る
帝
国
内
支
配
民
族
の
譲
歩
も
引
き
出
し
て
く
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
コ
ッ
シ
ュ
ー
ト
の
「
ド
ナ
ウ
連
邦
」
構
想
は
、
離
水
的
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
旧
家
が
Ｎ
際
的
な
権
力
政
給
の
下
で
生
き
残
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
諸
民
族
の
解
放
と
平
等
な
自
治
の
獲
得
へ
の
譲
歩
を
砿
ね
れ
ば
ハ
ン
ガ
リ
ー
自
体
が
弱
体
化
す
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
内
包
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
コ
ッ
シ
ュ
ー
ト
の
「
ド
ナ
ウ
連
邦
」
案
は
、
ハ
ン
〃
リ
ー
国
内
紙
氏
族
と
の
共
存
を
も
考
慮
し
よ
う
と
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
点
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
大
・
中
貴
族
の
反
対
に
あ
い
、
葬
り
去
ら
れ
て
し
ま
う
の
である。
そ
の
第
一
は
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
を
、
平
等
権
を
持
つ
民
族
の
述
邦
国
家
に
再
編
す
べ
し
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
洲
氏
族
に
、
領
土
的
・
立
迩
的
、
袖
を
保
脈
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
セ
ル
ピ
ア
人
、
ミ
レ
テ
ィ
ッ
チ
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
問
題
一〈一一一
八
六
○
年
代
半
ば
に
入
る
と
、
束
・
中
・
南
欧
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
連
邦
化
構
想
の
拡
が
り
の
中
で
、
諾
Ⅸ
族
の
要
求
は
よ
り
具
体
的
な
の合えつ域戦政示ク民
'''1蕊;;鰍識しｌｕらとりめ’'６Ｆ、ン結局（llIIljリ
、ノ’せが｜る点弱が来月長要－１、て逆政ｉｌｌｉで体リ、～と求j1rWⅦＭｉｌｉｌｌｌＲ９ＩｉｉｌＭ;施鯏;1,i,鯰ザゴザiii陞’と1ｔを等欧国掲’ツ１編の王な族リカｌとのとげ文シ領の窪縦鱗Illii1蝿打Wl1iLiliTi'WiiiM力iiiガil1f辿打lLM1郷めリ族に配てヴハ邦ン義
！；ド''ii蝿ili鰹Ｍｉｉ:#艀1lIilllii1燃延峡Ｍｗ)の的で遊来催糀側１談難ｌＩｉで地あへ甑の過エjulXl服瀧：率\翌臘！；
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`１％；蔵i11ijii港にそ述をよ地11Ｋのを｜ヴ
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
市
川
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
問
題
六
Ⅲ
（旨菖の〔厨のくの〔阯円）は、ク卿アチァ、スラヴォニァ、ダルマチァの三位一体王囚（ぼ『・日卍巴嵐団々協い）を主眼し、
（８）
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
冠
の
下
で
の
立
悲
的
自
給
権
を
要
求
し
た
。
一
八
六
○
年
前
半
期
は
、
ま
さ
に
束
・
中
欧
の
述
州
制
を
要
求
す
る
助
き
が
帝
国
内
部
の
体
制
を
も
変
航
し
う
る
州
に
成
災
し
っ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
‐
Ｉ
よ
っ
て
反
古
と
な
っ
た
。
一
八
六
八
年
、
「
婆
艫
協
」
後
、
採
択
さ
れ
た
「
氏
族
法
」
は
、
二
年
前
の
「
少
数
民
族
法
」
に
比
し
著
し
く
後
（川）
過
し
た
も
の
で
あ
り
、
母
語
は
、
下
級
行
政
機
関
、
司
法
、
教
会
及
び
教
育
・
文
化
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
第
二
段
階
の
氏
族
嬰
求
は
、
上
か
ら
の
「
妥
協
」
に
よ
っ
て
帝
瓜
か
ら
の
脚
民
族
の
解
放
を
も
棚
上
げ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
国
内
諾
民
族
運
動
の
抑
制
を
め
ざ
し
た
、
デ
ア
ー
ク
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
指
導
層
に
よ
っ
て
、
再
び
却
下
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
（
７
）
即
ち
、
行
政
、
司
法
、
そ
の
他
の
執
行
に
際
し
て
は
、
船
水
的
に
行
地
域
の
日
胎
に
委
ね
る
と
い
う
も
の
。
ハプスプルグ帝図の秤編とスラヴ氏族問題
含
む
。
。
シ
ュ
ー
（、）い【口ぐユ固口。⑫
（６）匂武・も。＄．
（４）バルカン半島西部のアドリア海に面した領域。現在のユーゴスラヴィアのほぼ全域及びイタリア北東部、
〈
両
ひ
。
。
シ
ュ
ー
ト
の
文
脈
で
は
、
ク
、
ア
チ
ァ
及
び
セ
ル
ピ
ァ
を
含
む
南
ス
ラ
ヴ
ー
締
と
解
し
う
る
。
（５）⑫白くユ固口８．Ｆ。、．ご『》、、口雰ロ誌、吋旦ミミご毬・ｎｏゴロの（】ｎ日．』し、や。□・団・
／戸、
ＪＩｌ(（
０
（注）
（１）罠回国３３協月＆、尽蔦（、・臼（勗溢‐扇のＣ）ｌ岸（』⑪ちＩ届の『）・面目§の⑪〔．ご『Ｐお］－念の○一○・の忌司巳）涼『の）・貢忍Ｑの『目・ゴー
のご一目の一口⑫ロロ○のバーのロ『ｏＨｇＱｓの四号⑫ワ自滅の『菖。□日、嵐⑩旨：口〕ロ汗目】⑫＄－】①】←．．．」く。：烏辱め野種旦腐注吋ご飢口鳥物・罠・
鳶四息ａ】口】・切目ロロ①の〔・Ｓａｍ・』ぃ・屍の曾冨円冒口⑭．。§。§ｕ§巳く目。：（ご》』且、圏勿口肉忌戴。§Ｓ訂、§圏§尊いミ
ロィロ列ご（日誌日》己へ④‐田園・函聞く口ａロ日『・勺別のいい。、ロョワユロ、の。ごゴマロロ・局・Ｉ』圏．
（２）コシュートのドナウ述州構想の全文は、』〈。いい貝守トミ。いざ§・出貰。□涛窓［の〔・目．。『［目の］２日目一ヨ：『・穴・囚＆詠いＨ
畠困Ｉ】、①のぐ周一頭．Ｂ）ａ・厚『の：８月宍。⑪２Ｓ司国のロ日・切目§の⑫［・】②の、・し‐］蛸・一。・また、羽鳴『史学雑誌』前掲論文をＪｂ参
苧
へ】
。
｡｡
”）ドナウ述邦構想作成にあたってのⅡ的・意義を綴ったコシュートの手紙は、富沢。いいＰＳＥ）Ｃい」のくの一の恩【・言の瑁牙巴口の
●
、
函３局ロの可のい、．．届Ｂ呑口目⑪９－日面。．□＆か論、§日守困胤巨凰Ｑ》＆涛穴。［の【．。⑫ｇの巴口）＆耳の尿。回国言：９口目§の⑫［ご】し９．
六
五
ア
ル
パ
ニ
ア
存
」
〈Ⅲ〉一八七○年件ｆ川阯伽匹蛎換期。受動的抵抗迦動と「ハンガリー化」の時代
「
好
協
」
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
囚
政
府
に
と
っ
て
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
以
外
の
回
内
諾
氏
族
へ
の
溌
歩
を
も
必
然
的
な
も
の
と
し
た
が、日川内氏族をおさえて「妥協」をかちとったハンガリ１政府にとっては、囚内諦民族への支配をより強化する傾
向
を
生
み
川
し
た
。
そ
の
結
來
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
で
は
一
定
の
連
邦
制
的
日
附
機
榊
が
そ
の
政
体
の
弱
体
化
故
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
逆
に
「
妥
協
」
以
降
、
一
八
六
○
年
代
に
お
い
て
燃
え
上
が
っ
た
民
族
述
助
は
抑
圧
さ
れ
、
識
氏
族
は
受
動的な運動へと転換を余儀なくされることとなった。その結果、この時期の氏族遮勅は、国家地域阿縞よりも、自治、
言
語
・
教
育
権
な
ど
の
妓
小
限
要
求
に
砿
点
が
移
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
かかる運動の転換に際し、最も成功したのがクロアチア人である。クロアチア人は、一八六八年に、一八六七年の
「妥協」にならった、ハンガリーとクロアチアとの「妥協」により、ハンガリー王冠の下に、制限つきではあるが一
（１）
定
の
自
治
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「妥協」、三重、四亜王国化の試みは、チェコ人、ポーランド人によってもなされたが、ハンガリー人の強い反対
と
、
帝
国
政
府
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
脅
威
に
よ
り
い
ず
れ
も
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
民
族
問
題
一ハーハ
（８）『胃蔦・§曽閏畷舟忌鄭忌吻‐＆、忌蔦鳶周量、ごロミ鷺月目・§ロ博爵忌切‐計ミｇ§》‐再思７冒由．（以下、皀丙『ミと略）、閂
忍［》】の①『ｌ』＄画．α協瞬の巴ごａ庁斤ののい］の、百⑪［の算の一息§》尻のョ曾忌○・○』▽・『．、且ロロの⑩［』・日←⑪田・田‐］①。］ロ・］恩『『息『ｎ・扇．
（９）の園：且Ｑ芹巳・ヨヱロＱ・ロロ］尉日ロの肝ロロ〔１．骨ヨロの寿・口要六月四口：すい㈱・一目§ロ、丙・乱９．葛．Ｌ：四ｓ目§：瀞：吻
迂貝鳥菖冴口肝＆野忌蔦苛．ｍ且目の⑰【・』し①心・扇山Ｉ』震○区・
（皿）民族法の全文（隠干ｇ⑰）は、拾三房目頁員貸盆いい・扇四‐』①『・一。・屋９月。①．
一八六一年に卜ウルチアンスキ・スヴェティ・マルティン（日日か一四コ⑫穴】⑪く凰菖ｍａｐｍトゥ皿－シ・セントマール
トンＢＰａ８隙のロ［日時８口）の民族大会で「覚諜（頁の曰・Ｂｐ８ｇ）」が採択され、以後「ハンガリー人と連合して」氏
族の解放と市民権を獲得しようとする運動が拡がった。
こ
の
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
と
の
連
合
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
ス
回
ヴ
ア
キ
ア
民
族
の
み
の
運
動
で
は
あ
ま
り
に
も
脆
弱
で
危
険
が
伴
う
が
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
旧
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
間
脳
六七
ス
Ｗ
〃
／
γ
匹
始
し
て
い
た
。
他
力
、
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
セ
ル
ピ
ア
人
は
、
一
八
六
六
年
に
ミ
レ
テ
ィ
ッ
チ
に
よ
り
、
ブ
ダ
。
ヘ
シ
ュ
ト
の
耐
人
、
都
市
の
知
識
人
の側に「セルビア人民族、川党（の月『ワヱの日局〔一ロワ①団一厨思風）」を形成し、またノーヴィサド（ｚ・ぐ一の：叩ウーイ
ヴイデークｇくぼ鼻）に氏族組織「青年（○日一目一目）」を形成して、ハンガリー内野党と結び、ハンガリーの改革と
（２）
民族の独立を要求することによって、自民族の発一一言権を維持しようとした。
一八八○年代に入ると、セルピア人氏族ｎ山党内部の急進派トミッチ（弓○目口］口囲）が『旗（鱒閉口く四）』を、ポリ
（２）
卜・デサンチソチ（勺○一一［‐□限価口図か昌忌口］一・）が『砦（、日日屍）』を発行し、氏族散会の脚祐を要求した。この時期
に
お
け
る
彼
ら
の
要
求
の
雅
本
ラ
イ
ン
は
、
一
八
五
Ｏ
Ｔ
Ｌ
ハ
○
年
代
か
ら
は
大
き
く
後
退
し
、
一
八
六
八
年
の
民
族
法
を
守
れ
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
既
に
こ
の
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
地
域
で
の
少
数
民
族
の
詩
語
的
・
文
化
的
諸
権
利
す
ら
守
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
実
態
を
示
し
て
い
た
。
「
妥
協
」
以
後
、
諸
民
族
の
述
動
を
抑
圧
し
脂
導
考
を
一
掃
す
る
中
で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
体
の
中
央
災
権
化
、
ズ
ン
ガ
リー化（日ロ喝日・轡日の）」政策は、諸民族にとっての抑圧的状況を呈示していたのである。
次
に
ス
⑪
ヴ
ァ
キ
ア
人
を
兇
て
み
よ
う
。
ス
Ⅶ
ヴ
ア
キ
ア
人
は
、
知
識
人
、
新
川
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
中
心
に
、
一
八
六
○
年
代
に
は
前
納
椎
、
散
布
樅
を
要
求
す
る
闘
い
を
洲
ハプスプルグ帝国のⅣ編とスラヴ氏族問題
六
八
故の一灘協であったともいえよう。
これに対し、地域において実践的影響力を持ったのが、マティッァ・スロヴェンスカ（冨目８⑩一○ぐのロ⑪面）や。ハラ
１リク（㈲口尽吋涛・湿口）の『新学派（ｚ○ぐ与騨○一口）』の動きであった。彼は、民族自治と、スロヴァキァ各地における
ス価ヴァキァ語の公用化を要求し連動を発展させた。また、一八六八年には、建築家ポプラ（囚〕ｇ一口・面ロ）を中心に、
ペシュトの民主主義打により『ス皿ヴァキァ新級（の一・ぐ目の窓口・ぐ｛巳）』が刊行され、民族法の修正を訴えた。
し
か
し
、
一
八
七
○
年
代
に
入
る
と
、
ヌ
ン
ガ
リ
ー
化
」
の
波
の
巾
で
、
ス
ぃ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
次
々
と
閉
鎖
さ
れ
、
ま
た
『
新
学
派
』
の
運
動
や
、
『
ス
口
ヴ
ァ
キ
ァ
新
報
』
の
記
事
ま
で
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
の
氏
族
迦
勅
指
導
（５）
者は、『人民新報（ｚ口Ｈ（己已のｚＣく旨昌）』を先頭に、一斉に「ハンガリー化」政策を批判したが、既に「ハンガリー
化
」
の
波
を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
一
八
七
〔
Ｙ
Ｉ
八
○
年
代
に
、
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
内
民
族
述
動
は
、
政
府
の
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
化
」
政
簸
の
強
行
の
下
で
後
退
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
行
き
場
を
う
し
な
っ
た
民
族
通
勤
は
、
議
会
内
改
革
、
即
ち
、
緋
通
選
挙
権
の
導
入
に
望
み
を
託
し
、
一
八
九
五
年
、
ノ
ー
ヴ
ィ
サ
ド
やプダペシュトで少数民族大会を開催し、ルーマニア人、セルピァ人、スロヴァキア人の参加により「県レヴェルで
（６）
の
民
族
自
治
の
実
現
」
を
要
求
し
て
い
く
が
、
か
か
る
運
動
は
世
紀
転
換
期
を
迎
え
て
も
具
体
的
な
要
求
獲
得
の
成
果
は
兄
ら
れ
な
か
つ
こ
の
よ
う
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
の
政
策
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
ス
ラ
ヴ
民
族
の
運
動
の
高
ま
り
と
対
象
的
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
側
ス
ラ
ヴ
民
族
の
述
動
の
鎮
静
化
を
促
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
（
社
会
主
義
者
を
も
含
む
）
少
数
民
族
迎
動
へ
の
無
理
た
の
で
あ
る
。
〈
Ⅳ
〉
’
九
○
五
年
一
八
七
○
年
代
か
ら
世
紀
転
換
期
に
至
る
、
か
か
る
受
動
的
民
族
述
勅
に
新
た
な
転
機
を
呈
示
し
た
の
が
一
九
○
五
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
Ⅶ
シ
ア
革
命
の
反
響
も
功
を
奏
し
、
民
主
主
義
的
国
家
秤
編
の
動
き
が
Ⅳ
び
活
発
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
ス
ラ
ヴ
主
義
者
の
迎
動
も
新
た
に
嘘
り
上
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
内
部
で
も
、
「
妥
協
」
派
に
対
す
る
批
判
が
議
会
内
野
党
や
知
識
（１）
人の間で一局まり、彼らの間から諸民族の連邦化に理解を一示すヤーシのような人物が登場してきた。
こ
う
し
た
中
で
、
ま
ず
、
ル
１
マ
ニ
ア
人
の
間
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
内
改
革
派
、
ル
エ
ー
ガ
ー
（
Ｐ
Ｐ
侭
閂
・
【
ロ
ュ
）
、
次
期
皇
帝
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
（
即
自
い
句
の
ａ
甘
口
且
）
大
公
と
結
び
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
抑
え
て
帝
国
内
の
諸
民
族
地
域
を
連
邦
化
し
よ
う
と試みる動きが拡がっていた。
解
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
時
期
に
お
け
る
諸
民
族
の
「
共
存
」
の
試
み
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
（注）
（１）ク⑭アチアとの妥協の全文（品Ｉ『昂）は、』ご【『ミマ閂丙。［．Ｓ鷺・］】】‐］⑭】○一・・局ｇｐｏく・』『．
（２）いわゆる「ノヴィサド問題」｛ミバ『ご》［召［・農闇・・し１句．．、『１℃の。］。．』の＄ずロ・ヨー⑪８［．①．
（３）（之宍弓学『》再穴○戸衿①、恩・》の、四ｌ①、←。］ｇ】⑪⑪←日野一・『・
Ｉ
（４）」【三句茸ご昼へ司蒼」○図きいへ。烏蔦曹款＆息荷溌営・口日は⑩両ぐ酔乞『、。⑩角・心」①１噌いつ．
（５）（『こ【閂冒》戸忍〆』＆闇・・い、『１ｍｍの○一口．］⑪目。【［・呂・
（６）［）○奇ミ君§ご訪いご己目切詐甸営貸嵐、＆息冒漬嵜討員骨已『Ｃざ３門②おｌ』①屡壱国【．』ｍｍｍ－】＠ｓ・侭。⑰日ぐ』一句日日滋⑰片口○戸の⑪。、３回－
匹ゆくいつ」①司いい司⑪。。》の〔『・画『『Ｉ⑭、］・［之雫【ロ辺学〔回汽。［。揖函①い－］①ＣＰｍ』⑰い・ついｍｍｌ山ｍＰｍｍのい・口傘つぃｌ←ついＣの】⑫Ｎ・・一円②Ｉ傘檮の。』ロ。
ハプスブルグ帝国の再編とスラヴ民族問題
六
九
（
２
）
迎
邦
は
、
次
の
一
五
州
か
ら
な
る
。
①
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
四
二
離
席
巾
七
雛
心
Ｕ
、
②
ド
イ
ツ
人
ボ
ヘ
ミ
ア
（
二
）
、
③
ド
イ
ツ
人
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
（
一
）
、
④
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
（
七
）
、
⑤
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
Ｚ
一
ア
の
セ
ー
ヶ
イ
人
地
域
（
一
）
、
⑥
チ
ェ
コ
人
ボ
ヘ
ミ
ア
・
モ
ラヴィア（五）、⑦スⅦヴγキア人（二）、③クⅦアチア（三）、⑨ス回ヴェニア（一）、⑩ヴォイヴォディナ（一）、⑪ポー
ランド人西ガリッィァ（三）、⑫ルテニァ人來ガリッィァ（カルパチァ、シァを含む）（三）、⑬トランシルヴアーーァの
ルーマニア人地域（四）、⑭トリエステ（｜）、⑮トレンチノ（｜）。
（２）
（
３
）
迎
邦
国
家
は
、
鴨
通
過
準
椛
と
自
淌
を
韮
礎
と
し
、
立
懲
湫
主
図
の
形
態
を
と
る
。
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
述
邦
構
想
は
、
か
な
り
地
域
的
に
も
具
体
性
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
名
の
と
お
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
州
自
治を韮礎とした地域自治の上に成り立つ緩やかな述邦制という点でも、現体制の国家機榊を大きく改編することなく
実
現
し
う
る
構
想
で
あ
っ
た
。
か
か
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
戸
台
衆
国
」
榊
恕
は
、
当
初
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
内
政
華
派
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
南スラヴ民族（ク、アチァ人、スロヴェニァ人）の支持を得た。しかし彼の構想の弱点は、所詮、立溌君主制とウィ
ー
ン
へ
の
中
央
災
椛
制
を
川
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
よ
り
広
範
な
自
決
術
を
要
求
す
る
チ
ェ
コ
人
、
ポ
菖】一口ロ）を北
（１）二取卿
基礎である。
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ氏族問題
七
○
この首謀者は、ポポヴィッチ（勺・ロ。く〕◎し日の］）、ヴァイダーヴォエヴォド（ぐ巴８－く・のぐ。ｇシーの〆口且日）であった。
その構想はポポヴィッチの籍替、『大オーストリア合衆国（ロのくのＨの甘碕［のｐｍＢｐ［のロぐ○口の『○冊－○⑪（のｑの】９）』にま
とめられている。彼の構想は、当初、クロァチァ人のラゥホ（”：ｎヶ観くロ・）、スぃヴァキァのホッジャ（四○忌口〕
菖
忌
ロ
）
を
も
ひ
き
つ
け
た
。
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
構
想
は
以
下
の
ご
と
き
竹
子
を
持
っ
て
い
た
。
（
１
）
二
取
制
は
、
蛾
終
的
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
独
立
と
帝
国
の
川
壊
を
州
く
も
の
で
あ
る
。
述
邦
化
こ
そ
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
安
定
化
の
１
ラ
ン
ド
人
の
抗
議
を
ひ
き
お
こ
し
、
セ
ル
ビ
ア
人
も
一
九
○
六
年
か
ら
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
と
の
交
渉
を
中
断
す
る
事
と
な
っ
た
。
ス
Ｗ
ヴ
ア
キ
ア
人
ホ
ッ
ジ
ャ
ら
も
や
が
て
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
立
悲
沿
主
的
中
央
集
権
主
義
に
反
対
し
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
自
治
、
共
同
の
利益を掲げて新たな構想をうち出すこととなる。
以
下
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
の
動
き
を
追
っ
て
み
よ
う
。
世
紀
賑
換
期
以
降
、
南
ス
ラ
ヴ
氏
族
の
自
桁
の
拡
大
を
要
求
す
る
セ
ル
ピ
ア
人
、
ク
価
ア
チ
ア
人
の
側
に
は
、
「
ク
ｍ
ア
チ
ア
・
セ
ル
ビァ連合」の動きが徐々に高まっていた。一九○五年一○Ｎには、「進歩党（ｚ四℃【巴目の［３口百）」指導部及びスプ
リットの市長トルムビッチ（日日曰亘ロシロ〔の）、「農民党（の①］］月百⑪耳目百）」のラディッチ（恩＆〈》の〔のロ：）らによ
り
開
催
さ
れ
た
フ
ィ
ウ
メ
大
会
で
、
フ
ィ
ウ
メ
決
議
が
採
択
さ
れ
た
（
艇
民
党
は
織
成
し
な
か
っ
た
）
。
そ
こ
で
は
、
「
ク
Ⅲ
ア
チ
ア
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
内
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
野
党
と
の
扣
互
協
力
の
下
に
」
、
ダ
ル
マ
チ
ア
と
ク
ロ
ァ
チ
ァ
の
統
一
、
「
妥
協
」
で
保
証
さ
れ
た
脚
（３）
治権の維持と拡大、経済的独立等が要求された。これは、「ハンガリー化」支配に対する具体的牽制でもあった。
これに船づき、〃血アチァ権利党（黒く口［⑪訂の月：百℃曰く口）、進歩党、社会民主党及びセルピァ氏族独立党
（の『ロ⑫百口日。§口の口日。⑪Ｂ一目の［『目薗）、セルピァ民族急進党（のＢ⑪穴ＰｐｐＨ・ロロ日日百一目の［Ｈ：丙口）により、クロア
チ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
の
共
同
、
南
ス
ラ
ヴ
の
民
族
的
・
国
家
的
独
立
を
原
則
と
し
た
「
ク
ロ
ア
チ
ア
・
セ
ル
ピ
ア
連
合
（
四
コ
ｇ
⑫
序
。
‐
（４）
⑫『ｂ⑭百丙・Ｐ一一口］ロ）」が確立されたのである。これを機に、迎励はＷび、帝国の枠組みにとどまらない南スラヴ氏族解
放
の
運
動
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
他方、スロヴァキア人の間でも、’九○五年の転換の中で、フリンヵ（巴冒百・シ且吋の〕）が、カトリックのスロヴ
ァキア「人民党（ｚ日．。：の）⑪再口昌）」の左派として現れ、また、マサリクを支持する『プラス臣ロ⑪“声）』派が怡頭
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
問
題
七一
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
民
族
問
題
七二
（５）
し
て
き
て
い
た
。
ま
た
社
会
主
義
者
の
側
で
も
、
よ
う
や
く
、
民
族
解
放
を
階
級
抑
圧
か
ら
の
解
放
と
別
個
に
、
独
自
に
追
求
し
よ
う
と
する動きが現れ始め、スロヴァキアの民族的自立を主張するレホッキー（炉ｇｏｏご》向日四目の一）のグループが『スロ
ヴァキア労働新報（の一○ぐ目の窓幻○頁）［ａｎ窓ｚ・ぐ】こ）』を発行しつつ、スロヴアキァ人労働者の組織化を開始してい
嫁』しかし、こうした中で、帝国全体の再編を見通していたのは、特に、西スロヴァキアを基盤に活動していた「人
氏的農民迦励（」ｇｏぐの四ｍ３日のロ自身）」を脂導するホッジャであった。
ホ
ッ
ジ
ャ
は
、
当
初
、
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
「
合
衆
国
」
榊
想
に
は
か
な
り
共
感
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
一
八
四
九
年
、
及
び
一
八
六
七
年
の
経
験
か
ら
、
大
オ
１
ス
ト
リ
ア
議
会
内
部
で
の
改
良
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
肢
終
的
に
は
こ
れ
を
拒
否し、「ドナウ流域諸民族の共通の利害に基づく帝国２魁編」、即ち、帝国の枠組みをも越えたドナウ流域諸民族の連
邦
化
、
を
徐
と
に
要
求
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ホッジャの要求は、『諸民族の中欧連邦（共和国）（、のロ［日」何日・ロＢｐＯｏＢＢ・口弓の口一日・命ｚ口〔】・ロ⑩）』に集約でき
彼は一高う。スロヴァキア人は、小さいが、完醗に民主主義的な氏族である。［このことは、ス皿ヴァキァ人が徴族
層を持たず、殆どが農民によって構成されていることからも立証される。］また、ス、ヴァキァ人は、トランシルヴ
ァ
ニ
ア
の
ル
ー
マ
ニ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
よ
う
に
、
外
部
に
依
る
べ
き
民
族
を
持
た
な
い
。
か
か
る
ス
面
ヴ
ァ
キ
ア
人
に
と
っ
て
の
（７）
闘
い
の
保
証
は
、
唯
一
、
帝
国
内
部
に
お
け
る
民
族
の
共
同
行
動
で
あ
る
。
彼は、スラヴ民族が一民族では弱体であるが故に、ドナウ河を中心とする河川経済、及び政治的・軍事的な利害の
共
通
性
の
中
で
生
き
る
こ
と
が
自
民
族
に
と
っ
て
最
善
の
道
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
る
○
それ故、ホッジャは一時、オーストリア社会民主党、アードラー（し日日・ぐ房〔・円）、レンナー（幻の目の『．【ロュ）、
パ
ウ
ア
ー
（
厩
ロ
日
。
〔
［
・
）
ら
の
文
化
的
自
治
案
に
も
接
近
す
る
が
、
最
終
的
に
は
よ
り
民
主
主
義
的
か
つ
緩
や
か
な
地
域
連
合
を
め
ざ
し
、
チ
ェ
コ
及
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
主
主
義
者
と
結
ぶ
方
向
に
す
す
ん
で
い
く
。
以
上
の
如
く
見
て
く
る
と
、
一
九
世
紀
半
ば
の
民
族
覚
醒
の
時
期
か
ら
、
二
○
世
紀
初
頭
に
至
る
時
期
に
お
け
る
ス
ラ
ヴ
民
族
の
連
動
は
、
全
体
と
し
て
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
よ
う
。
（
１
）
一
八
Ｗ
八
年
畝
命
期
に
お
い
て
は
、
［
ス
ラ
ヴ
民
族
］
が
強
調
さ
れ
つ
つ
も
、
民
族
の
解
放
は
帝
国
の
枠
内
で
の
改
編
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
革
命
共
に
、
革
命
を
め
ざ
す
支
配
民
族
の
側
に
は
、
諾
民
族
平
等
の
理
念
は
未
だ
な
く
、
そ
れ
故
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
解
放
の
試
み
が
民
族
間
の
敵
対
を
産
み
、
革
命
の
挫
折
と
、
国
家
再
編
の
挫
折
を
導
い
た
。
（
２
）
一
八
五
○
Ｉ
上
ハ
○
年
代
は
、
諸
氏
族
が
赦
命
挫
折
を
経
験
し
た
後
、
述
邦
化
の
要
求
が
帝
国
の
枠
組
み
を
こ
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
政
治
を
視
野
に
入
れ
て
東
・
中
・
南
欧
規
模
で
論
じ
ら
れ
、
そ
の
も
と
で
各
民
族
の
連
帯
と
共
存
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
構
想
が
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
の
東
・
中
欧
支
配
の
枠
組
み
を
崩
す
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
最
終
的
に
は
上
か
ら
の
「
妥
協」によって再び挫折を余儀なくされた。
（
３
）
「
妥
協
」
後
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
し
強
い
立
場
で
妥
協
を
結
び
え
た
が
故
に
、
衰
退
し
つ
つ
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
よ
う
な
諸
民
族
へ
の
譲
歩
と
緩
や
か
な
自
治
は
導
入
せ
ず
、
積
極
的
な
中
央
集
権
的
「
国
民
国
家
」
形
成
に
尽
力
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
内
ス
ラ
ヴ
民
族
迦
動
を
、
一
八
四
八
年
革
命
以
前
の
文
化
的
諸
権
利
独
得
迎
動
の
段
陪
に
ま
で
後
退
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
弾
圧
政
策
は
、
従
来
よ
り
周
辺
諸
民
族
と
の
「
共
存
」
「
連
合
」
に
よ
っ
て
の
み
自
民
族
の
安
寧
が
あ
り
う
る
と
し
て
い
た
小
ス
ラ
ヴ
民
族
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
不
信
と
離
反
を
強
め
て
い
き
、
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
に
お
け
る
諸
民
族
の
分
離
・
独
立
へ
の
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
旧
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
問
題
七三
以上の如く分析してきた民族の「連邦制」模索の方向は、第一次世界大戦の勃発以降、大きく変化していくことと
な
る
。
何
よ
り
も
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
、
よ
り
直
接
的
に
は
、
次
期
皇
帝
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
大
公
の
暗
殺
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
と
結
ん
だ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
内
改
革
派
に
よ
る
、
帝
国
の
立
悲
的
再
編
を
め
ざ
す
助
き
は
、
一
時
途
絶
え
（４）世紀転換期以後、民主化要求の中で出された連合案、諸民族の共存案は、帝国解体後の東・中欧諸民族の国家
形
態
の
一
つ
の
基
礎
を
呈
示
し
た
。
これが大戦の中でどのように変森していったのかを次に凡てみよう。
基
樅
を
準
附
し
た
。
（注）
（１）これについては、羽場『史学雑誌』論文参照。
（２）Ｃ剤・昌匠口国ＣＱ綴・殉国⑲、§§賛ｏ⑩ミミ同ｓｇｎ勾凰§§い§且勾国員蔦召§（図伊・目・Ｐご虞□・恩・河口△・］図「】閂２
ｂｑ、璽回ミミ酵戴種へ⑭等誌ＤＣ誌②ミロ鍾営・口・脚・○・・⑩．】』の－口『．
（３）鈴ン弓六句』【すＲく丙。［・巳９－届。ｍ・切巨。仰己のい［・巳のＰ３⑪Ｎ・・シ・国・の㈲、－の巳。］ロ．
（４）■ン弓【曰】三（［ぐ〆・〆のいいい』の．＄←１ｍい、。］○・帛黒）鼠司麗誕ふき貝⑭嵜○因斡３○回ｎｍ・凶山国。－円い円心。Ｎ“、、の戸巳の、勺のロ・阻Ｐ
ｔ
（５）碆穴ｄへ、寿舜ごＱ興亜劃］Ｃ図秀○ｍ（Ｃ⑤Ｑ科②呑口ごｍの○ヨいへの其］画⑪ロ。⑱←。。
（６）門の乱の湿口。⑪．』旨貝堕ミミ鬮月（切純・向鷺へ昼ｓ鳶＆「貝ｎ拍）感、見社§届（鷲憲冨、。冒罫ご口Ｈｂｇ１Ｈ田ｂ》、且目の⑫〔．］の『四・ｍ『・＄○一Ｐ
（７）旨』］凹口餌○○開凹・砧甸鳥、貝ご社欝（討剴ゴミ同ミロごゆ○℃・日〔・・ｂｂ．⑭『－笛．
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七
四一－
表２戦争中の非ハンガリー人に対する裁判
一般裁判件数徴罰瀞議未了
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ民族問題
【】
ilI事裁判 件数 徴罰審議未了
出典：KendeJAI1os，AM7gyDrors2dgjSzocWde"loAr(Ｗ〃,Ｗｊｅｌ"zFlisigi
力0ﾉi/ilMjDI903-I919，Budapest，1973.82old．
七五
全体 5477 1661 273
スロヴァキア人
セルピア人
ルーマニア人
ウクライナ人
イタリア人 Li1llilll
全体 15583 ７５４ 6274
コロジュヴァール国防裁
(クルジュ）
セゲド"
判所
プダペシュトIlj央栽判所
プダペシュト国防地方裁判所
カツシャ
(コシッツェ）
ポジヨニ
(プラチスラヴァ）
、
〃
ザグレプ’ Ulj露１１リ
０） 帝）ｉＵｉｌｒｉｌ
ｌ＄第国し第肌第
イ三のたこの一
ツの枠アの’１１の
依変組メ変手変
存化みり化迩化
が’土を力は尖は
りi１，敗の、い、
まブリウ統、ロ
るし払イ〈そシ
とスっル１１のア
、卜たソシ後、
ｽﾘ向ﾝｱ三ツ
ラト立大社ｌＩｊア
ヴフ的統会協｜
誠ス解傾三にｉＷｉリ
氏ク放に識と体
族以のよ政の制
の降呪る府IMIの
解の突一，の係ル）
放ｌｒ的新Ｉｉｌか壊
のイＩＩＪ外立らに
服ツ能交と、よ
望の性Ｌ尺ブリ
がり、をの族ラ、
lVl化示ｌＩｌ１１:１ンツ
躯とし始決スア
状オ始、の、｜
祝｜めあ呼イリ
にスたるびギの
な’、こいかり主
るりとはＩナス導
とアでポ、政に
い帝あ｜川１府よ
うｌ到るうえにる
恐の。ンて解ス
オＬリリ｜：、故ラ
か体の戦のヴ
ら化独線文民
､が 立離援族
諸Wｌが脱を解
1（白、し求放
族に 帝ため左
がな’１１１，て主
帝り内シいりIi
li1、識フ・つし
をオＫ：にたて
兇｜族力、こい
|Ｈｌスのわとた
り卜’''１つで組
姑リにてあ織
めア、参るが
（１）
変化全と引き起こした’
』
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
市
川
の
廊
細
と
ス
ラ
ヴ
民
族
問
題
七六
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ク
回
ア
チ
ア
人
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
輔
、
帝
国
内
胴
導
村
と
結
ん
で
述
那
化
、
三
取
、
四
砿
王
国
化
を
Ⅱ
指
す
動
き
に
、
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
第
二
に
、
戦
争
そ
の
も
の
は
、
民
主
主
義
的
諾
権
利
と
氏
族
日
愉
に
大
き
な
制
約
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
、
同
じ
「
ス
ラ
グ
」
氏
族
で
あ
る
セ
ル
ピ
ァ
、
「
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
」
Ｍ
主
で
あ
る
皿
シ
ァ
ヘ
の
宜
戦
布
告
以
降
、
帝
国
内
の
セ
ル
ビ
ァ
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
へ
の
弾
圧
が
、
特
に
砿
部
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
独
化
さ
れ
た
．
ス
パ
イ
、
反
国
家
的
祈
勁
の
約
目
で
、
多
く
の
民
族
運
動
活
動
家
及
び
一
般
市
民
が
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
、
軍
事
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
。
（
表
参
照
）
こ
の
こ
と
が
、
帝
国
政
府
に
対
す
る
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
の
期
待
を
当
然
弱
め
る
結
果
を
招
い
た
。
こ
う
し
た
巾
で
、
一
九
一
七
年
、
脈
戦
気
分
と
講
和
要
求
の
商
ま
り
の
中
で
起
こ
っ
た
い
シ
ア
の
ツ
ァ
ー
リ
体
制
の
崩
壊
と
民
主
主
義
政
府
の
樹
立
、
続
く
社
会
主
義
革
命
の
勃
発
と
講
和
・
民
族
自
決
の
呼
び
か
け
は
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
内
の
諸
氏
族
迦
動
に
根
本
的
な
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
一
九
一
八
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
起
こ
っ
た
。
か
か
る
状
況
の
中
で
、
チ
ェ
コ
人
、
ク
、
ア
チ
ア
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ら
、
亡
命
政
治
活
動
家
に
よ
る
独
立
要
求
は
、
列
強
の
対
ド
イ
ツ
、
対
ロ
シ
ア
、
及
び
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秤
編
の
政
策
と
一
致
す
ることによって急速に浮上してきたのであった。
こ
の
よ
う
な
国
際
状
況
の
変
化
を
反
映
し
て
、
帝
国
内
の
ス
ラ
ヴ
識
氏
族
の
述
励
も
、
帝
国
解
体
の
方
向
へ
、
分
離
・
独
立
の
力
向
へ
（２）
と
短
期
間
で
急
激
な
展
開
を
見
せ
る
こ
と
と
な
る
。
即
ち
、
帝
国
内
部
の
民
族
運
動
が
、
分
離
・
独
立
を
表
明
し
て
い
く
の
は
、
’
九
一
八
年
春
以
降
、
中
欧
の
強
国
と
し
て
の
帝
国
の
存
在
が
も
は
や
不
可
能
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
最
初
に
、
独
立
の
表
明
を
行
っ
た
の
は
、
ク
回
ア
チ
ア
人
で
あ
っ
た
。
’
九
一
八
年
五
月
一
日
、
彼
ら
は
独
立
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
家
の
要
求
を
大
会
で
提
出
し
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
一
九
一
八
年
四
月
、
Ｍ
ｌ
マ
に
お
い
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
側
内
の
氏
族
大
会
が
開
か
れ
、
こ
こ
で
は
帝
国
か
ら
分
離
し
て
独
立
旧
家
を
要
求
す
る
こ
と
が
主
張
（３）
された。イタリアの領土要求に対抗しつつ、この主張を推進したのはトルムビッチ（ＢＢＢ耳か）しロ【の）であった。
一
九
一
八
年
九
月
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
、
被
抑
圧
民
族
の
社
会
主
義
者
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
こ
に
参
加
し
た
ル
ー
マ
ニ
ア人ポルテシュ（、○円の翅）閂・ロ）は、被抑圧氏族の労働者が資本家と異氏族との二政の抑圧の下にあることを蚊調し、
（４）
そ
の
後
、
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
の
民
族
党
と
結
ん
で
民
族
会
議
を
形
成
し
、
分
離
を
準
備
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
社
会
主
義
者
と
民
族
主
義
者
の
共
同
に
よ
る
分
離
・
独
立
へ
の
方
向
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
一
○
月
に
は
、
ザ
グ
レ
プ
で
、
南
ス
ラ
ヴ
民
族
主
義
者
大
会
が
附
か
れ
、
こ
こ
で
新
し
い
南
ス
ラ
ヴ
国
家
の
臨
時
政
府
形
ハプスブルグ帝国の再編とスラヴ氏族問題
七七
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
ス
画
ヴ
ァ
キ
ア
で
も
、
一
九
一
八
年
一
○
月
一
一
一
○
Ⅱ
、
マ
ル
テ
ィ
ン
に
お
い
て
「
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
族
会
議
（
の
一
○
ぐ
目
⑪
颪
Ｂ
Ｈ
ｏ
Ｂ
防
同
且
回
）
」
が
樹
立
さ
れ
て
、
ス
四
ヴ
ァ
キ
ア
の
分
離
・
自
決
を
立
言
し
た
。
三
一
Ⅱ
、
大
会
に
参
加
し
た
ホ
ッ
ジ
ャ
は
チ
ェ
コ
（６）
との〈、同を提案し、採択された。
但
し
、
か
か
る
分
離
宣
言
は
、
そ
の
民
族
の
最
終
的
な
帰
属
の
あ
り
方
、
国
家
形
態
を
も
決
定
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
は
、
弧
調
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
族
内
部
に
も
、
分
離
後
の
自
民
族
の
国
家
形
態
に
つ
い
て
は
、
航
北
の
選
択
肢
が
存
在
し
て
ま
ず
ク
ｕ
ア
チ
ァ
人
に
関
し
て
言
え
ば
、
亡
命
政
桁
家
ト
ル
ム
ビ
ッ
チ
は
セ
ル
ビ
ア
と
の
同
椛
を
銚
礎
と
し
た
南
ス
ラ
ヴ
国
家
形
成
を
目
指
し
て
い
た
が
、
い
か
な
る
連
邦
国
家
を
形
成
す
る
か
に
閲
し
て
は
、
ク
回
ア
チ
ア
農
民
党
の
ラ
デ
ィ
ッ
チ
と
セ
ル
ピ
ア
の
外
柵
パ
シ
（７）
ツチ（刃勘、Ｚ房○一回）との川には、大きなくい述いが存在していた、
就
中
、
ラ
デ
ィ
ッ
チ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
ま
で
、
三
甑
王
国
化
を
要
求
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
「
バ
ル
カ
ン
と
の
同
盟
」
よ
り
もクロァチァの経済・社会改良に関心を払っていた。特に、大上地所右制の解体と、土地改革によるクロァチァ農民
の
生
派
向
上
、
そ
れ
を
咄
樅
と
し
た
膿
木
的
な
既
か
な
ク
Ⅶ
ア
チ
ア
社
会
が
彼
の
Ⅱ
脂
十
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
は
連
邦
化
構
想
に
関
心
を
抱
く
こ
と
と
な
る
が
、
彼
の
、
し
た
連
邦
国
家
は
、
ト
ル
ム
ピ
ッ
チ
の
如
く
、
西
欧
列
強
と
結
成
の
要
求
が
出
さ
れ
、
独
立
は
直
接
の
Ｈ
秘
に
の
ぼ
る
こ
と
と
な
る
。
他
力
、
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
で
は
、
土
地
・
経
済
の
社
会
化
が
社
会
主
義
者
に
よ
っ
て
叫
ば
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
も
、
一
九
一
八
年
一
○
月
二
日
、
ス
ポ
テ
ィ
ッ
ァ
（
の
８
．
回
８
》
サ
パ
ト
カ
の
Ｂ
・
且
百
）
に
お
い
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
セ
ル
ピ
ア
人
の
自
決
を
主
張
す
る
に
亜っ（樫。
い
た
。
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
脆
族
問
題
七
八
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
政
治
の
中
に
一
定
の
外
交
的
役
割
を
も
っ
て
位
置
付
け
ら
れ
た
南
ス
ラ
ヴ
連
邦
国
家
で
は
な
く
、
農
民
リ
ー
ダ
ー
に
導
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
治
単
位
を
も
っ
た
南
ス
ラ
ヴ
連
邦
国
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
南
ス
ラ
ヴ
」
連
邦
国
家
に
は
、
セ
ル
ビ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
み
な
ら
ず
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
も
包
摂
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た
将
来
的
に
（８）
は、エーゲ海、パルト海にも拡げられる構想を示していた。
か
か
る
点
で
は
、
ラ
デ
ィ
ッ
チ
の
述
邦
構
想
は
、
国
際
政
冷
と
の
側
係
に
お
い
て
南
ス
ラ
ヴ
が
い
か
な
る
位
世
を
占
め
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
「
農
民
党
」
的
国
家
の
机
互
協
力
関
係
と
い
う
形
で
内
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
国
際
政
治
を
に
ら
ん
で
歴
史
の
動
静
を
見
抜
き
、
列
強
の
支
持
を
取
り
付
け
た
亡
命
政
治
家
の
実
行
力
を
凌
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
他
力
で
、
こ
の
「
農
民
的
統
一
性
」
の
視
角
は
、
亡
命
政
胎
家
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
ス
ラ
ヴ
民
族
主
義
を
こ
え
て
、
ま
さ
に
の
Ｈ
の
ｇ
】日のＨｇは○日］として拡がる可能性をも示していたのである。
一
九
一
八
年
一
一
月
二
四
日
、
ラ
デ
ィ
ッ
チ
は
ザ
グ
レ
ブ
の
民
族
議
会
に
お
い
て
、
平
等
に
基
づ
く
連
邦
制
の
保
証
の
な
い
セ
ル
ピ
ア
と
の
統
一
に
、
唯
一
人
反
対
の
表
明
を
行
っ
た
。
同
時
期
に
柵
樅
さ
れ
た
、
三
○
○
○
人
の
ク
Ⅶ
ア
チ
ア
農
民
党
代
表
の
集
会
に
お
い
て
も
、
セ
ル
ピ
ア
と
の
統
一
を
採
択
し
た
氏
族
議
会
の
決
定
は
否
決
さ
れ
た
。
最
終
的
に
、
「
コ
ル
フ
宣
言
」
を
基
礎
と
し
た
、
パ
シ
ッ
チ
Ⅱ
ト
ル
ム
ピ
ッ
チ
の
妥
協
に
基
づ
き
、
カ
ラ
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
王
朝
の
下
、
セ
ル
ポ
・
ク
Ⅳ
ア
ー
ト
・
ス
卿
ヴ
ェ
ー
ヌ
王
国
樹
立
が
立
言
さ
れ
て
以
一
降
も
、
ラ
デ
ィ
ッ
チ
を
中
心
と
す
る
ク
ロ
ア
チ
ア
農
阯
党
は
、
南
ス
ラ
ヴ
連
邦
と
独
立
ク
ロ
ア
チ
ア
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
を
含
む
）
の
綱
領
を
採
択
し
、
独
立
の
憲
法
、
議
会
を
持
つ
「
中
立
の
ク
ロ
（９）
ア
チ
ア
農
民
共
和
国
」
を
掲
げ
て
、
協
商
国
に
も
要
求
を
提
出
し
て
行
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
Ｉ
も
同
様
の
こ
と
が
ス
、
ヴ
ァ
キ
ア
人
の
川
に
も
見
ら
れ
た
。
即
ち
、
チ
ェ
コ
と
の
完
全
な
〈
川
同
を
望
む
シ
ュ
Ⅶ
バ
ー
ル
（
の
【
○
ヶ
ロ
『
〉
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ氏族問題
七九
ホッジャは、先にも述ぺた『諸民族の連邦（ｎｏＢＢｏｐ三の口」ｓｏ席Ｚ目○口⑪）』の理念に船づき、「独立」宣言以後も、
旧帝国内の周辺諸民族との共同（８－８の３口・ロ）による国家建設が必要であると考えていた。彼は、小国が勢力均衡
（ｇ］：、の。【【・『８の）の叩で無視できない存在となるためには、小国が共同してあたる必喚がある、と考え、その限
（川）
リ
で
は
、
チ
ェ
コ
の
み
な
ら
ず
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
も
、
此
加
の
利
諜
に
挑
づ
き
共
同
十
る
可
能
性
を
券
雌
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ルーマニア人についても、氏族党のボブⅡチチオ（勺・ロ‐ＱＢＣ》い［瓜：）らと、社会民主主義打のイサク（門田ｎ．
岡目一）、ワルエラシュ（国口の日や》閂。。）との川には、ルーマニア王脚との完全な無条件合同か、ルーマニアの政体の尺
兆
兆
錠
化
と
い
う
条
件
の
下
で
の
合
同
か
、
と
い
う
、
決
定
的
な
違
い
が
存
在
し
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ア
一
一
γ
の
ル
ー
マ
ニ
ア
人
民
衆
の
統
一
要
求
及
び
反
ハ
ン
ガ
リ
ー
氏
族
愈
識
の
刑
ま
り
の
中
で
、
社
会
氏
兆
兆
挺
打
ち
は
、
雌
終
的
に
は
、
氏
族
党
に
（Ⅱ）
率
い
ら
れ
る
乢
衆
の
流
れ
に
仰
さ
れ
て
、
仙
州
条
件
統
一
を
支
持
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
以
上
見
て
き
た
如
く
、
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
、
一
九
一
八
年
春
ｌ
夏
以
降
に
か
け
て
、
帝
国
内
諾
民
族
は
、
急
速
に
諸
民
族
の
連
邦
制から分離・独立の方向に移っていくが、分離宣言以降も、新国家の方針は極々の対立と問題を孕んでいたと同時に、
必
ず
し
も
現
在
見
ら
れ
る
側
境
線
と
国
家
形
態
が
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
ク
、
ア
チ
ア
人
に
つ
い
て
も
、
ス
皿
ヴ
ァ
キ
ア
人
に
つ
い
て
も
、
セ
ル
ピ
ア
人
あ
る
い
は
チ
ェ
コ
人
以
外
の
諾
氏
族
と
の
共
存
・
連
合
の
下
に
、
日
民
族
の
安
定
化
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
ハ
ン
ガ
リ
１
人
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
ら
と
の
共
存
も
未
だ
模
索
さ
れ
続
け
て
い
た
のである。これを妓終的に不可能にしたのは、ハンガリー人の領土保全の固執、世紀転換期の「ハンガリー化」政策
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
の
両
編
と
ス
ラ
ヴ
民
族
問
題
八○
ぐ
ロ
く
１
口
の
。
）
派
に
対
し
、
よ
り
妥
協
的
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
か
ら
の
譲
歩
に
対
し
て
も
関
心
を
払
い
続
け
て
い
た
の
は
や
は
り
農
民
党
くロく１月。）派に対し、
の
ホ
ッ
ジ
ャ
で
あ
っ
た
。
からくる諸民族のハンガリー人に対する不信、加えて、周辺諸民族の軍事的介入と列強の圧力であったと言える。そ
の点について、最後に考察を行っておきたい。
（７）一九一八年燕～秋にかけてのラディッチ、パシッチの国家構想の違いについては、Ｃ・］：穴・ぐ一Ｃｌ国・尻『唇日：．Ｑ８画・
乳ごミミ旨」畠○駒－８§いぎ今州口：．ご局・国の○日目・』の①一・⑭ｑ・」ヨーー』『、．いい⑪Ｉ困少四℃い‐患の・凸い‐と、・を参照。
（５）尻α
（６）爽。
】Ｃ］ｏ－ＱＤ
（注）
（１）一九一七’一八年における国際政治の転換と、それがハプスブルク帝国内諾民族に及ぼした影響については、シ日・］・
富どの『・刀）辱§（○弐喧慧駒旦暮Ｅこ§ｂはご）§Ｑ》ごヨー』ｂ局・５－のご日ぐ・勺思いの．』①＄・『ウィルソン対レー一一ン、新外交の政
治的起源、一九一七’一九一八』瑞波現代選蒋、－１Ⅱ、一九八三。）及び、、。曾厨§且口蔦：Ｃａ刀自§百迂菖囚
ｎｏミミミ鳥ミ目旦、。§肴鄭§。（貝ご韓ミマ、ｑ吻旦辱め・』巴⑪ｌ】①】や．ｚｇ向く○『〆』⑪の『．と参照。
（
２
）
こ
の
過
腿
に
つ
い
て
の
国
内
・
国
外
の
識
氏
族
述
動
の
（
チ
ェ
コ
中
心
で
は
あ
る
が
）
詳
細
な
研
究
に
つ
い
て
は
、
凶
・
少
・
国
・
院
３
目
・
司奇、『§か－§旦暮⑮画８８§『両、§：Ｈｂ属‐ご昌聾切曾ら（ミくミミロ（Ｑ員切・§（罰８．（員ざ菖．Ｚの一どく。『宍・」し『『・を参照。
（３）口日一ｑ】）のＣ）。＆）のぐ】Ｃ『鳶○日ミョミミ虞、。：ご旨・巳』令Ｉご』四・口日く．。【ｎ口］５９－．．Ｃ凹罵・日一Ｐ巳司のもつ・ＳＩＢ．
（４）少一・勺・列》８目》属目〕濡口ｎ８ｇロゴＱ８Ｈ８②８や｛⑰。Ｑ四一厨＆□】ロ弓『：⑫一一く目厨ｂ２ｐＰ目月忌．ご□②鳳葛『｝鷺ロミョ＆べ斡骨，
『貝員斡口（一目貝『ｓ討身》ロ斡等“ロロィ●ｐ輔い轌旨斡民軋貝鳥３８宛ｓ凰試Ｑご叩巨ロ・別の□口。》旨冨］『ｏｐｎｏｐ⑫日日ざ①叩の色や一ｍ［の甘口勺口いｎＦ
ｍｐｎｐ『⑮稗〕）〕ＣのＰＤ・心①四・
（５）尻αくい晩。Ｐ勝瞭ざ・』ミロ嫡冨ミミ周回廻回』（鷺へ８号。ご局Ｉ』や－。§。、宮・弾勺の⑪［．この吟３１つ一○一Ｑ・
く
（６）」豆鳥Ｓ烏｝§。§＆§３百鳶：庶愛貧⑳［『・廸忠・冒廻ロミ蔚持ごく§§》ぐ臼息［．】①］、‐〕むち国口目□のの［・】ｃ『⑪．
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ氏族問題
八
一
ハ
ン
ガ
リ
ー
新
政
府
は
、
民
族
杣
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
急
進
党
党
廿
の
ヤ
ー
シ
を
す
え
、
諸
氏
族
と
の
折
衝
を
附
始
し
た
。
ヤ
ー
シ
は
、
帝
国
解
体
寸
前
に
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
将
来
と
ド
ナ
ウ
合
衆
国
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
箸
作
に
お
い
て
、
帝
囚
の
民
主
主
義
的
再
編
の
ア
ゥ
妓
後
に
、
帝
囚
解
体
後
、
革
命
政
権
が
樹
立
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
識
民
族
と
の
関
係
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。
〈
ｌ
〉
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
主
主
義
赦
命
政
権
と
識
民
族
一
九
一
八
年
一
○
几
三
○
Ⅱ
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
は
解
体
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
カ
ー
Ｍ
イ
（
鼠
日
冒
・
冨
房
叫
々
）
を
甘
班
と
す
る民主主義球命が勝利した。
（８）ｒ、。⑫厨く臥口口○い・ロロ辱口誌困甸旦国貝ご誌・。ご・ｑ詮・・ロ・巴傘．
（９）Ｃ】曰】ａ］のＯ）○且のく行・目⑩Ｑ§８蔑旦唇、。：§．。、．○詮・・つつ．】沼１局⑩．Ｆ・⑫．、Ｂ『凶：。⑫．８．２．６℃。⑬】ｆ巴、．
（皿）三】街口餌。。暦。、付回国日ｓ討（凶、、貫日（向鍾、。ごＱ壱○℃・ロペ・・ロロ・『←１乱．
（Ⅲ）冨吋。。ｎ・ロ⑩Ｂｐｐｐの⑭８・ヨシ２口一目】臥浄・胃：、の３ヶ己の』巴囚．．ご□恩ｓゴミ・§鷺＆「錘吻ミミミ目へ》§貝『ｓ罰§８．（旨
Ｉ←】⑭。《し□のご坤日］》日ロｍ一句ロロ伊臥の巳】Ｃ》、式（場ロョ§＆ヘミ③８８鷺物Ｃａ貝轡＆且旨宛ｓ菖鼠圓冒⑩口日日一月⑭日昌三⑪８１，の辺１
４
⑭ｏｏＥＩｂ・』嵐：ロのロ㈹冒囲ｐｎ・巳勺・○”・・ぐ○一・砂・ロロｎ日のや【】・】①曰・ロロ・『、－『の。この側脳に附しては、拙稿「ハンガリーに
おけるルーマーーァ人少数民族間脳」『川際側係学研究』（沌川塾大学）、一九八四年、三川、第一○吟、七一’七三両参照。
Ⅳ
ハ
ン
ガ
リ
ー
赦
命
期
に
お
け
る
国
家
再
編
の
妓
後
の
試
み
一
九
一
八
年
・
秋
’
一
九
一
九
年
・
券
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
側
の
阿
編
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
問
題
八
二
一九一八年一○月三○日’三一日に設立されたス血ヴァキア民族会議は、チェコの民族会議にならって分離の宣言
を
お
こ
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
一
降
も
、
彼
ら
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
に
お
け
る
秩
序
回
復
と
私
的
所
有
を
守
る
た
め
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
政
権
の
行
政
組
織
を
支
持
し
、
連
動
し
つ
つ
活
動
し
て
い
た
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
族
会
議
の
活
動
は
、
雑
木
的
に
は
、
チ
ェ
コ
と
結
ん
で
国
家
を
形
成
す
る
と
い
う
方
向
を
と
っ
て
い
た
が
、
一
部
［
特
に
束
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
］
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
政
府
筋
の
支
援
の
下
に
、
独
立
し
た
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
及
び
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
人
氏
共
和
国
の
構
想
が
宣
伝
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
族
会
議
の
プ
ラ
ハ
在
住
メ
ン
バ
ー
は
脅
威
を
感
じ
、
プ
ラ
ハ
の
民
族
委
員
会
に
対
し
、
兵
を
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
送
り
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
の
住
む
傲
士
を
．
占
領
す
る
よ
う
訴
え
た
。
そ
の
結
果
、
ソ
コ
ル
（
陣
）
百
］
）
の
メ
ン
バ
ー
ら
か
ら
な
る
碓
隊
が
、
ス
ｕ
ヴ
ァ
キ
ア
に
派
兵
さ
れ
、
一
九
一
八
年
一
一
月
五
日
、
シ
ュ
ロ
パ
ー
ル
の
指
導
の
下
に
、
チ
ェ
コ
と
の
国
境
都
市
で
あ
る
ス
カ
リ
ッ
ァ
（
の
穴
農
８
》
サ
コ
ル
ッ
ァ
の
日
穴
？
』８）に、臨時スロヴアキア政府が樹立された。
臨
時
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
府
は
、
国
境
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
政
府
と
対
立
し
た
が
、
他
方
、
ホ
ッ
ジ
ャ
は
、
こ
れ
と
は
若
干
異
な
っ
た
行
動
を
と
っ
た
。
トラインを明らかにしたが、解体後は、ハンガリーを東欧のスイスとする、という「束のスイス」構想により、地域
（１）
自
治
を
基
盤
と
し
た
民
主
国
家
の
実
現
を
め
ざ
し
て
諸
民
族
と
の
交
渉
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
も
東
欧
の
民
主
主
義
者
に
よ
る
、
ア
メ
リ
カ
型
、
ス
イ
ス
型
連
邦
制
へ
の
高
い
評
価
が
窺
え
る
が
、
実
際
に
は
、
こ
の
計
画
が
、
一
、
○
○
○
年
続
い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
領
土
の
枠
組
み
を
崩
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
諸
民
族
と
の
歩
み
寄
り
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
ス
脚
ヴ
ァ
キ
ア
人
か
ら
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
ス
脚
ヴ
ァ
キ
ア
（
１
）
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ比族問題
八
＝￣
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
祁
編
と
ス
ラ
ヴ
民
族
問
題
八
四
一
一
Ⅱ
終
わ
り
、
ホ
ッ
ジ
ャ
、
続
い
て
ス
回
ヴ
ァ
キ
ア
氏
族
会
議
の
代
表
が
、
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
に
到
諦
し
、
か
れ
ら
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
政
府
に
対
し
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
行
政
官
の
解
任
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
の
撤
退
、
食
糧
供
給
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
領
士
の
秩
序
回
復
、
等
に
つ
い
て
、
提
案
を
行
っ
た
。
ホ
ッ
ジ
ャ
は
、
民
主
主
義
革
命
政
府
民
族
机
の
ヤ
ー
シ
と
の
会
談
の
中
で
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
領
土
に
お
け
る
広
大
な
自
胎
樅
、
行
政
・
秩
序
維
持
の
国
民
防
衛
隊
を
含
む
主
権
を
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
民
族
会
議
に
与
え
る
こ
と
、
自
治
地
域
で
は
、
独
自
の
民
族
議
会
を
選
出
し
、（２）
共
側
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ス
ぃ
ヴ
ァ
キ
ア
人
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
民
族
議
会
及
び
国
民
議
会
の
代
表
が
話
し
〈
、
う
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
れ
は
ホ
ッ
ジ
ャ
が
、
チ
ェ
コ
ス
、
ヴ
ア
キ
ァ
躯
の
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
地
域
に
お
け
る
影
響
力
の
不
砿
定
さ
か
ら
、
独
自
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
カ
ー
ロ
イ
政
権
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
を
保
証
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ッ
ジ
ャ
の
考
え
で
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
に
と
っ
て
、
チ
ェ
コ
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
「
共
存
」
は
、
同
程
度
で
は
な
い
に
し
ろ
、
い
ず
れ
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
忠
し
か
し
交
渉
は
、
最
終
段
階
で
決
裂
し
た
。
一
九
一
八
年
一
一
月
三
○
日
、
チ
ェ
コ
政
府
は
ホ
ッ
ジ
ャ
の
行
為
を
批
判
し
、
公
式
の
行
動
と
し
て
認
知
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
これは、協商脚によっても支持され、一二月三Ｈには、ヴィクスは、ハンガリー球命政府は、緑蒋なく叩をスⅦヴァ
キ
ァ
か
ら
撤
退
さ
せ
る
べ
し
、
と
い
う
、
フ
ラ
ン
シ
ェ
Ⅱ
デ
ス
．
ヘ
レ
の
覚
書
の
実
行
を
迫
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
、
こ
れ
を
承
認
せ
（３）
ざるをえず、一二月六日、スロヴァキァ代表ホッジャとハンガリー代表パルタ（因ロ瓜口・シーワの『〔）軍事大臣は、臨時中
立
地
域
設
定
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
た
。
し
か
し
プ
ラ
ハ
の
チ
ェ
コ
政
府
は
、
こ
れ
を
も
無
効
と
見
な
し
、
一
二
月
二
三
Ⅱ
、
や
ハ
リ
で
は
チ
ェ
コ
の
要
請
に
基
づ
き
、
よ
り
南
部
に
国
境
線
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
に
よ
り
、
新
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
領
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
次にセルビァ人の動向を概観しておこう。ヴォイヴォディナは、カー回イ政権が分離を認めなかった地域であった
が
、
こ
こ
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
国
民
会
議
、
セ
ル
ピ
ァ
人
、
ド
イ
ツ
人
の
民
族
会
議
は
協
力
し
て
秩
序
回
復
、
「
生
活
と
財
灘
の
保
障
」
に
あ
た
り
、
革
命
運
動
の
鎮
圧
に
尽
力
し
た
。
し
か
し
、
一
九
一
八
年
二
月
七
日
’
’
六
日
に
か
け
て
、
セ
ル
ピ
ア
軍
が
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
に
侵
入
し
て
以
降
は
、
こ
の
地
域
は
、
セ
ル
ビ
ァ
班
に
よ
っ
て
秩
序
回
復
が
Ⅱ
脂
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
白
い
鷲
（句：町田⑫）」を掲げたセルビァ叩の兵士途はまた、ハン〃リー行政向の追放、駆逐をも附始したため、ハン〃リー
政
府
と
敵
対
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
カ
ー
回
イ
政
府
は
、
二
Ⅱ
二
一
日
、
フ
ラ
ン
シ
ェ
Ⅱ
デ
ス
．
ヘ
レ
に
、
セ
ル
ビ
ア
脈
の
行
為
を
抑
劾
し
た
が
、
サ
ロ
ニ
カ
の
フ
ラ
ン
ス
班司令部からは返梓がなく、セルピァ政府は、休戦協定以前にセルビァ氷が占領を行ったヴォイヴォディナ地域はセ
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ圧族間脳
八
瓦
士内には、余人川の一一七’八％（一九一○、及び一九年人Ⅱ統計）を●占めるハンガリー人が残されることとなっ（樫。
以上の如く、スｕヴァキァでは分離宜一高後もハンガリーとの共存が試みられていたことは興味深い。そしてこの試
みはまさに、協商国とより弧力な近隣氏族、チェコ人によって、肋されたのであった。
一九一八年二一几’一九一九年一几におけるハンガリー躯のス回ヴァキアからの撤退、チェコ班の進入と平行する
形で、一九一八年一二月一○Ⅱ、マルティンの北の都市、ジリナ（目ごロ叩ジョルナ臼⑪。一目）において、スⅦヴァキ
ァ
政
府
が
、
シ
ュ
、
ヴ
ァ
ー
ル
の
脂
郵
下
に
樹
立
さ
れ
た
。
こ
の
政
府
は
、
一
九
一
九
年
二
川
四
Ⅱ
、
プ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
に
遜
都
し
た
。
シ
ュ
ロ
ヴ
ア
ー
ル
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
政
府
を
、
チ
ェ
コ
ス
ぃ
ヴ
ァ
キ
ア
政
府
樹
立
の
礎
打
、
ス
皿
ヴ
ァ
キ
ア
の
秩
序
回
復
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
樹
立
し
た
の
で
あ
る
。
（
２
）
セ
ル
ピ
ア
人
ハプスブルグ帝国の再編とスラヴ民族問題
八
六
（５）
ル
ピ
ア
の
行
政
領
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
一
九
一
八
年
一
一
月
二
五
日
、
ウ
ー
イ
ヴ
ィ
デ
ー
ク
に
お
い
て
、
ウ
ー
イ
ヴ
ィ
デ
ー
ク
の
セ
ル
ピ
ア
民
族
委
員
会
を
中
心
に
、
ヴ
ォ
イ
ヴォディナの民族集会（の丙戸℃の［旨口）が開かれた。トミッチ（弓・日獄．］口田）を指導者とし、七五七名の代表が集まっ
たこの集会では、次の一一つの決議がなされた。
（
１
）
人
民
の
自
決
権
に
基
づ
き
、
パ
ナ
ー
ト
、
パ
ー
チ
カ
、
バ
ラ
ニ
ャ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
分
離
す
る
。
（
２
）
セ
ル
ビ
ア
王
国
と
合
同
す
る
。
こ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
、
彼
ら
は
五
○
名
か
ら
な
る
民
族
会
議
（
ｚ
日
・
ロ
日
田
ぐ
の
【
）
を
選
出
し
、
行
政
管
理
は
、
民
族
執
行
委
員
会
（６）
（ｚ日ｏ９５ＰｂＨ四ぐ口）が行うこととなった。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
セ
ル
ピ
ア
の
民
族
運
動
を
二
分
し
て
い
た
民
族
主
義
グ
ル
ー
プ
と
民
主
主
義
グ
ル
ー
プ
の
間
に
お
い
て
、
前
者
の
方
針
が
受
諾
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
民
主
主
義
者
が
主
張
し
て
い
た
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
よ
り
広
範
な
自
治
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
平
和
的
共
同
生
活
の
方
針
は
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
。
ヴ
オ
イ
ヴ
オ
デ
ィ
ナ
の
セ
ル
ピ
ア
人
地
域
で
は
、
ヤ
ー
シ
の
「
東
の
ス
イ
ス
」
構
想
と
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
前
に
、
彼
ら
は
分
離
と
い
う
結
論
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
（
３
）
ル
テ
ニ
ア
人
、
ド
イ
ツ
人
の
動
き
カ
ー
ロ
イ
政
権
下
で
の
ヤ
ー
シ
の
民
族
政
策
は
、
カ
ル
パ
チ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
西
部
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ド
イ
ツ
人
の
間
に
は
一
定
の
成
（７）
果をｊｂたらした。
ガリッィァには西ウクライナ共和国（ｚ冒循貝ｌご穴３口【９ｓ『⑪回凪、）が樹立され、ウクライナの国境を越えようと
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
、
ル
ー
マ
ニ
ア
軍
、
後
に
ロ
シ
ア
軍
と
戦
い
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
を
防
衛
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
部
は
、
チ
ェ
コ
一九一八年一二月一○日には、ハンガリー政府の主催で、ルテニァ人指導者の大会がプダ．ヘシュトで開催され、こ
れ
に
躯
づ
き
、
一
二
Ⅱ
一
一
五
Ⅱ
に
は
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
住
む
ル
テ
ニ
ア
氏
族
の
ｎ
桁
」
に
関
す
る
法
祁
が
採
択
さ
れ
た
。
即
ち
、
一
九
一八年第一○蹄法では、ルテーーァ人の行政、司法、教育、文化、宗教、一百荊仙川に関する同流樅力が保障され、マー
ラマⅦシュ、ウゴチャ、ベレグ、ウング諦肌のルテニァ入居化地域において、ルテニア人地区（河口関百－【日）目）と
いう自治権領域（ｇ８８Ｂ－さ、［の己一の〔）が設置される事となった。第一○号法第四、五項では、自治領の法的日輪の
問
題
に
閲
し
て
は
、
ル
テ
ー
ー
ア
民
族
議
会
、
共
同
の
問
題
［
外
交
、
躯
事
、
司
法
、
そ
の
他
〕
に
関
し
て
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
共
同
国
民
（９）
識〈琴が特鞘すること、が記されている。
この法令の下に、ルテニア地域議会とルテニァ地域内側が確立された。首都はムカチェヴォー（冨口丙呂のぐＲ・ムンカ
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
問
題
八七
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
とルーマニアに削譲の約束がなされていたが、両国とＪｂ、スロヴアキア、トランシルヴァニア微の化財処、分割が当而
の
目
標
で
あ
っ
た
の
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
指
導
者
、
特
に
、
個
侶
、
法
曹
家
、
教
師
、
官
吏
等
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
友
好
的
方
針
を
保
ち
（８）
て
い
た
・
か
か
る
姿
勢
を
代
表
し
た
の
は
、
一
九
一
八
年
一
一
月
九
日
に
ウ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
に
形
成
さ
れ
た
、
三
五
名
か
ら
な
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ルテニァ国民会議（日ロ日日‐日筋ゴロのｂＢＢ８）であった。議長はサポー（の８｛己の目・ロ）、書記はヴォ、シン
（く。』。⑫頁シくい５昌口）からなる国民会議は、一一Ⅱ一九Ⅱ、一連の要求をハンガリー政府に提出した。そこでは、
ルテニア人民衆と接触をもつ知小を、マーラマｕシュ（ご尿日日日８）、ペレグ（、の『のい）、ウング（ロ。ｍ）、ウゴチャ
（
ｐ
ｍ
５
間
）
の
紺
映
に
配
価
す
る
こ
と
、
宗
教
行
に
ル
テ
ニ
ア
支
部
を
慨
く
こ
と
、
大
学
に
ル
テ
ニ
ァ
学
科
を
樅
く
こ
と
弊
が
要
求
さ
れ
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ民族問題
八
八
ｌチ菖目江、⑪）におかれ、議促には、シュテファーン（の［の畝Ｐ‐シ、・の８口）‐が任命された。
そ
の
後
、
自
治
地
域
の
国
有
地
、
鉱
山
、
森
林
は
、
「
ル
テ
ニ
ア
民
族
法
に
代
表
さ
れ
る
」
所
有
地
域
と
さ
れ
、
ル
テ
ニ
ァ
地
域
に
住
む
非
ル
テ
ニ
ア
人
の
居
住
権
、
文
化
的
自
胎
権
は
保
護
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ウングヴァールの民族会議と併存する形で、プレショフ（勺『尻・ぐ⑪エ。ヘリエシュ何℃のユ研）、マーラマｕシュシゲト
（シ忌日日日。⑪§ぬの〔）でもルテーーァ民族会議が機能していた。地域組織としては、前者はチェコスロヴァキア、後者
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
併
合
を
虹
ん
で
い
た
。
マ
ー
ラ
マ
口
シ
ュ
シ
ゲ
ト
の
民
族
会
縦
は
、
フ
ス
ト
（
国
厨
風
）
に
民
族
大
会
を
冊
架
し
た
。
大
会
は
、
一
七
五
の
町
村
か
ら
一
四
二
○
妬
の
代
表
が
参
加
し
、
一
九
一
九
年
一
Ⅱ
二
一
Ⅱ
に
、
ル
テ
ニ
ァ
の
民
族
会
議
と
の
新
し
い
統
一
体
を
形
成
す
る
こ
と
を
直
言
し
た
。
ウ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
の
氏
族
会
鍍
の
立
場
も
未
確
定
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
共
同
か
分
離
か
の
川
で
決
断
し
き
れ
ず
勅
帰
し
て
い
た
。
「
ル
テ
ニ
ア
地
域
」
に
川
す
る
川
民
法
の
設
悩
に
側
し
、
一
二
几
二
六
Ⅱ
に
「
謝
意
」
を
示
す
た
め
プ
ダ
プ
シ
ュ
ト
を
訪
れ
た
ヴ
ォ
ｕ
シ
ン
の
脂
導
す
る
委
員
会
は
、
同
時
に
秘
密
裏
に
ス
Ⅲ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ホ
ッ
ジ
ャ
と
会
談
し
、
チ
ェ
コ
ス
Ⅳ
ヴ
ァ
キ
ア
と
の
統
一
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
分
離
要
求
の
背
跳
に
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
獺
と
チ
ェ
コ
服
が
、
マ
ー
ラ
マ
ロ
シ
ュ
に
接
近
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。
（
珈
突
、
チ
ェ
コ
服
は
、
一
九
一
九
年
一
几
一
二
Ⅱ
に
は
ウ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
に
入
城
し
た
。
）
し
か
し
、
か
か
る
チ
ェ
コ
軍
と
ル
ー
マ
ニ
ア
軍
の
進
撃
も
、
一
九
一
九
年
一
月
下
旬
に
は
一
応
集
結
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
行
政
下
に
あ
る
「
ル
テ
ニ
ァ
人
地
域
」
の
か
な
り
の
部
分
が
、
以
後
、
社
会
主
義
政
権
に
至
る
ま
で
機
能
し
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ル
テ
ニ
ァ
が
ｎ
桁
を
確
立
し
得
た
の
は
、
分
離
要
求
が
当
而
現
実
的
で
な
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
も
耶
嚇
的
脅
威
を
直
接
与
え
る
地
域
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
、
き
わ
め
て
消
極
的
な
理
由
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
一
九
一
八
年
二
月
の
時
点
で
は
小
民
族
が
い
か
な
る
国
家
領
域
に
帰
帆
す
る
か
は
き
わ
め
て
不
確
定
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
〈
２
〉
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
革
命
政
権
と
諸
民
族
ハンガリー社会主義革命政権がプロレタリア国際主義を掲げていかなる民族政策をとったかについては、別稿でも
（皿）
既
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
根
幹
だ
け
を
示
し
て
お
き
た
い
。
ハンガリー社会主義政権は、「社会主義連邦共和国（の８：一一のＢｍ８くの鳳悶のの弓四日８忍臥司協３ｍ）」をうち出し、
（Ⅲ）
「向山な民族の自由な連邦」を主根することによって、一九一八年一○几以降の民族主義的同家形成を批判する形で
束
・
中
欧
の
抜
本
的
Ⅳ
編
を
め
ざ
そ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
の
っ
と
っ
て
、
一
九
一
九
年
六
Ⅱ
一
六
Ⅱ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
赤
耶
と
束
ｘ
ぃ
ヴ
ア
キ
ア
民
衆
の
ラ
ダ
（
『
且
円
ソ
ヴ
ェ
ト
）
の
迦
動によって形成されたのがス川ヴァキァ・ラダ共和国（の一・ぐ目⑰巨肉８口目戸口鼠ｑ）であった。ホッジャは、これを
共産主義将の陰謀ときめつけているが、現実にはス回ヴァキア・ラダ雛災兼外務人氏委ロャノウシェク（］目・息の丙》
し
貝
・
日
ロ
）
が
チ
ェ
コ
ス
卿
ヴ
ァ
キ
ァ
政
府
に
訴
え
て
い
る
よ
う
に
、
「
チ
ェ
コ
と
の
迎
合
を
第
一
雑
的
と
し
つ
つ
Ⅷ
シ
ア
、
ハ
ン
〃
リ
ー
と
も
共
存
す
る
こ
と
を
瓢
む
」
、
ス
Ⅲ
ヴ
ア
キ
ア
氏
族
迎
励
の
歴
史
的
性
絡
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
Ⅶ
ヴ
ァ
キ
ア
・
ラ
ダ
は
、
結
局
、
社
会
主
雑
革
命
の
西
へ
の
拡
が
り
を
恐
れ
る
迎
合
囚
政
府
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
へ
の
撤
退
要
求
の
妓
後
通
牒
と
、
チ
ェ
コ
耶
の
杯
侵
入
に
よ
っ
て
崩
れ
さ
っ
た
が
、
社
会
主
義
体
制
を
基
盤
と
し
た
連
邦
化
の
試
み
は
、
戦
側
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
東
欧
を
歴
史
的
に
経
験
し
た
現
代
か
ら
見
て
、
や
は
り
当
時
に
お
い
て
も
有
力
な
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
但し、世紀転換期の「ハンガリー化」政策と民族の弾圧の記憶が鮮明であった当時において、ハンガリー革命政権、
ハプスプルグ帝国の再編とスラヴ氏族悶題
八
九
通
牒
と
、
チ
ェ
界
大
戦
後
の
車
で
は
な
い
だ
ろ
世
紀
転
換
期
の
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
民
族
問
題
九
○
赤
軍
そ
の
も
の
が
極
め
て
民
族
的
色
彩
の
強
い
も
の
に
み
え
、
諸
民
族
の
反
発
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
と
は
異
な
り
、
束
・
中
欧
に
お
い
て
は
帝
国
解
体
後
、
雄
命
政
権
に
よ
る
帝
国
の
述
邦
的
再
編
は
実
現
さ
れ
ず
、
小
民
族
が
近
、
隣民族とむすびついて小多民族国家を形成した声）とにより、国家再再編の問題は戦側期に持ち越される一」ととなるの
である。
ｊ
（、）アルヒーフ、シ言い巴日・厨臥、】⑩８口ロー》の日の８くの［冊いの⑭弓回且８召鳳曰吋８段函ご界・〔『己旦口．シ弓：少８．穴。乱の臥晒。⑩
の怠］肝曾の丙昌の⑫ｇの岸）の巴『＆恩ごくの．．①Ｃ頁・桿、ぃ。の．‐己巳・甘口旨の圏Ｉ目・銘．
（３）アルヒーフ、富】ロ】⑰【①『ＢＢＢ．。『叩臥、。⑩いの乱］は円・宍・日．』巴、○の。①ヨワ閂酉。
（４）』〔貝ごミペ蔚月＆莨鳶時・く員Ｓ『・丘。
（５）言口堕Ｓ３関舟＆、§：ン「員】ｇ・』□。
（６）恩乱、○い“のい］ｇ聾ミロ巴。§蔚持抽魯筒与・蒜と隼‐⑪、。』。．
（７）○の８円］囚の旦沁§。（員ｓ君§回（〉：試庶。§。（貝ご毬冒国謹討ｍｐｑ・Ｚの乏邑○鳥．ご＄６．８．
（８）員貸ごロミ簡持ご愚菖、・ぐ員屋や‐岸ｇ・］。。
（９）アルヒーフ、シ届ぬ瑁閏。『⑪働預○口日ロロの日いの〔の丙○日のロ：］汚の胤禺Ｉ）。、口の］②歸肝岸府のくの］曰の堀はい。［【日目
８］８戸鵬召炉の忍』日Ｈ・○句の乱、。①Ｐのぐの一は【逼宍・←Ｐ巳届〆河口蔽口・
（川）羽場久泥子「ハンガリー社会主義における氏族と国家」『共産主義と国際政論』、一九八四年、第九巻、
１１Ｊ
（注）
（
１
）
羽
場
『
史
学
雑
（２）国。『○の可の『の□
ごロ円・巳李ＩＳｍｏ丘．
羽場『史学雑誌』論文参照。「束のスイス」構想は、後にチェコス仰ヴγキァのベネシュも一時主張することになる。
国。『・の可の州のロ。．ごロー巴ミー。』§胸へ８罵宵、§頁・計・巳ＢＩＢ臼‐すのロ・ロ日ロロのいが】①『Ｐ命ｌ念・］Ｑ・罠両国。§周月＆、§§．
ロピロ』のＮ［の射つ》園口〕いい［の『０
□
巳
第
二
号
、
七
’
九
し
か
し
、
当
時
の
連
邦
構
想
が
、
は
た
し
て
当
時
の
民
衆
と
ど
こ
ま
で
む
す
び
つ
い
て
い
た
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
民
衆運動内部から出てきた理念であったとは言いがたい。連邦化要求に関しては、’八四八年革命、’八六（Ｙ－一八九
本論文で見てきた如く、一九世紀半ば以降、ハプスブルク帝国内の民族運動は、埜木的には「諸民族の共存」とい
う
形
で
、
帝
国
の
再
編
と
種
だ
の
自
治
、
迎
合
、
連
邦
化
を
要
求
し
て
き
た
。
そ
の
端
的
な
も
の
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
ギ
カ
、
パ
ル
チ
ェ
ス
ク
、
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
見
ら
れ
た
「
合
衆
国
」
的
連
邦
化
、
あ
る
い
は
ラ
デ
ィ
ッ
チ
の
「
農
民
共
和
国
連
邦
」
、
ホ
ッ
ジ
ャ
の
「
諸
民
族の中欧述邦」に梨約されるであろう。
か
か
る
「
諸
民
族
の
共
存
」
は
、
理
念
的
・
理
想
主
義
的
な
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
第
三
者
が
現
実
を
ふ
ま
え
ず
に
提
起
し
た
命
題
で
も
な
い
。
そ
の
場
に
お
い
て
氏
族
巡
励
を
闘
っ
て
い
る
人
々
ｎ
ら
の
内
側
か
ら
川
さ
れ
た
、
極
め
て
呪
災
的
な
命
題
で
あ
っ
た
。
「
合
衆
凶
」
型
迎
邦
構
想
は
、
呪
災
に
は
束
・
中
欧
の
各
「
州
」
の
利
禅
対
立
が
あ
ま
り
に
強
力
で
あ
っ
た
が
故
に
、
不
可
能
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
例
え
ば
、
経
済
（
貿
易
側
係
）
、
耶
酬
、
外
交
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
利
害
に
船
づ
い
た
結
束
を
要
と
し
、
そ
の
他
の
問
題
に
お
い
て
は
広
範
な
自
給
を
認
め
る
、
と
い
う
、
い
わ
ば
囚
家
迎
合
的
な
共
存
形
態
は
、
可
能
で
あ
り
、
几
っ
岐
も
必
喚
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
（
そ
の
一
部
は
、
限
界
を
有
し
つ
つ
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
東
欧
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
）
実
際
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
Ⅲ
帝
川
内
諸
民
族
は
、
分
離
・
独
立
し
、
肌
つ
そ
の
結
果
、
扣
互
対
立
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
後
も
、
諸
民
族
共
存
の
力
向
は
、
’
九
三
○
年
代
、
及
び
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
、
引
き
続
き
模
索
さ
れ
て
行
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
結
び
に
か
え
て
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
秤
編
と
ス
ラ
グ
於
族
問
題
九
一
一
九
世
紀
半
ば
以
降
、
い
わ
ば
帝
国
内
部
か
ら
の
諸
民
族
の
連
邦
化
要
求
に
呼
応
す
る
形
で
、
こ
れ
を
取
り
込
も
う
と
す
る
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
、
汎
ゲ
ル
マ
ン
主
義
の
運
動
が
成
長
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
が
逆
に
、
連
邦
制
要
求
の
発
展
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
、
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
の
脅
威
は
、
諸
民
族
の
側
に
も
り
あ
が
っ
て
い
た
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
の
連
邦
制
に
対
す
る
帝
国
支
配
屑
の
危
機
意
識
を
高
め
さ
せ
、
彼
ら
に
非
ス
ラ
ヴ
た
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
「
妥
協
」
す
る
方
向
を
選
択
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
挙
に
帝
国
に
お
け
る
連
邦
制
の
実
現
可
能
性
を
遠
の
か
せ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
特
に
、
東
欧
諸
民
族
が
望
ん
だ
「
ア
メ
リ
カ
」
と
「
ス
イ
ス
」
が
何
故
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
邦
制
を
実
現
し
得
、
東
欧
は
実
現
し
得
な
か
っ
た
の
か
を
考
え
る
上
で
も
迩
要
で
あ
る
。
近
代
に
お
け
る
諸
列
強
の
播
頭
の
中
で
、
軍
事
的
・
政
胎
的
に
国
際
政
桁
の
力
関
係
を
左
右
し
う
る
地
理
的
立
場
に
あ
る
東
欧
は
、
周
辺
諸
列
強
の
思
惑
に
逆
ら
っ
て
独
自
の
国
家
形
成
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
民
族
問
題
九二
○
年
代
、
世
紀
転
換
期
、
二
○
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
、
民
衆
集
会
、
請
願
迦
動
等
が
存
在
し
た
も
の
の
、
連
邦
構
想
は
、
基
本
的
に
は
、
民
族
運
動
指
導
者
に
よ
る
理
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
独
立
自
体
が
、
必
ず
し
も
民
衆
的
レ
ヴ
ェ
ル
の
決
定
で
な
く
、
基
本
的
に
は
、
亡
命
政
沿
家
と
連
合
国
と
に
よ
り
、
国
内
の
氏
族
運
動
と
は
次
元
の
異
な
っ
た
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
た
（
特
に
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
人
、
ク
ロ
ァ
チ
ア
人
に
と
っ
て
は
そ
う
で
あ
っ
た
）
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
「
民
衆
に
よ
る
変
革
」
は
、
ロ
シ
ア
革
命
と
連
動
し
た
一
連
の
社
会
主
義
運
動
を
除
き
、
国
家
形
成
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
未
だ
充
分
雁
附
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
最
後
に
、
何
故
連
邦
制
出
来
・
中
欧
に
お
い
て
、
【
の
干
渉
と
脅
威
で
あ
ろ
う
。
何
故
連
邦
制
は
、
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
お
き
た
い
⑪
に
お
い
て
、
最
も
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
そ
の
顕
事
的
・
地
理
的
敢
要
性
故
の
、
周
辺
諾
列
強
（
３
）
蛾
後
に
ス
ラ
ヴ
諸
氏
族
に
お
い
て
は
、
一
方
で
は
、
①
回
シ
ア
に
依
拠
し
た
ス
ラ
ヴ
的
統
一
と
解
放
を
め
ざ
す
グ
ル
ー
プ
と
、
他
力
で
は
、
②
帝
国
内
部
諸
民
族
の
被
支
配
的
地
位
か
ら
の
解
放
に
よ
る
諾
氏
族
平
等
の
連
邦
Ｎ
家
を
め
ざ
す
グ
ル
ー
プ
と
が
併
存
し
第
二
に
は
、
内
部
の
問
題
点
、
即
ち
、
「
共
存
」
を
志
向
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
時
の
束
・
中
欧
紺
氏
族
及
び
識
階
肘
に
お
い
て
思
惑
及
び
利
害
の
対
立
が
歴
史
的
に
恒
常
化
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
（
１
）
ま
ず
帝
国
内
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
に
お
い
て
は
、
西
欧
紺
列
仙
及
び
ス
ラ
ヴ
に
対
抗
す
る
た
め
の
帝
国
の
近
代
的
・
ゲ
ル
マ
ン
的
再
編
と
維
持
が
岐
大
の
課
脳
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
立
悲
刈
主
的
述
邦
制
を
考
え
る
ポ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
案
が
意
味
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。
（２）次に、帝国で第二の地位を占めるハンガリー人においては、自民族の地位・特権の優位性を維持しつつ、より強
力
な
国
家
が
め
ざ
さ
れ
た
。
（
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
コ
シ
ュ
ー
ト
も
デ
ア
ー
ク
も
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
コ
シ
ュ
ー
ト
の
彼
支
配
氏
族
へ
の
岐
終
的
譲
歩
は
、
ハ
ン
ガ
リ
１
氏
族
の
支
配
的
地
位
を
結
果
的
に
弱
め
る
も
の
と
し
て
国
内
ハ
ン
ガ
リ
ー
支
配
屑
に
抓
否
さ
れ
た
即
ち
、
（
１
）
（
２
）
の
支
配
民
族
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
、
雌
本
的
に
向
ら
の
傾
士
・
支
配
的
地
位
を
維
持
す
る
た
め
の迎邦化を要求し、保守的・現状維持的立場にたっていたのであり、他力、（３）の被支配氏族は、①では大凶依仔的
だ
が
、
②
で
は
被
支
配
的
地
位
か
ら
の
解
放
に
よ
る
述
邦
化
を
主
張
し
て
お
り
、
彼
ら
は
す
べ
て
共
に
「
連
邦
化
」
を
掲
げ
な
が
ら
も
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
合
意
に
達
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も容認され得なかった。］
ていた・
た
の
で
あ
る
。
［
特
に
机
対
立
す
る
ド
イ
ツ
、
回
シ
ア
の
狭
側
に
あ
っ
て
は
、
現
状
の
力
関
係
を
崩
す
国
家
構
想
は
、
い
ず
れ
の
側
か
ら
のである。）
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
帝
掴
の
祁
編
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
問
題
九
三
難そ鮒|fきしliL“iM11'か
1Ｍ代うる゜るれかい亡あ・東か
し炎い、ＪＩｌｌ述てしえ命るりⅢ（・る
てさうと立邦い彼、政．立１１１１ハ
ヒ：孵膿囎納繊迩か欧況zii支畠ぞ'1Ｍ｝,ＷｌＩ;＄$洲ＭＩｉ舳靭w`鮎＄'iiw綱繊縣鮒触稀wKi鴇ii捌測;1世iliIゼゼ無リ際い'＃'''課い'''肝多係と@Ｍ＄Ｍ〈縞ぞMif兀燃』てi;:ﾛﾄﾞﾄﾞ燦鰍i$灘慈ｉ１ｉ鰄
懲７塾ILMl1i』'(,|M梱２噸Ｗ済か維思のは氏住い時とこ急采的ら持わ複１Ｍ族ｊu’たロう速た・ののれ雑に主城とシこしにす
政’－たるさ独義にいアリ）た束・桁述め.左立のるえへに１１ゲＩｌ１欧’１的邦の認と商取る､しお点でのシ
iiiiiYIiiiⅦＭ１。：マヒ脈の、かて手’'１、チ英命しお
，iｉｈ洲で>：芸仏紬ＩＸ
ｔ<〕耐ぞilimliilllj紺！；てに邦の不分族が助役ると
今あIlil1ノil（可離対火に\}'１．戦こりで大能・文きよ力：帝線
そつはのだ狐がなるクIIJ離
兄つな解と立解政分「’のＩ１ＩＬｉｒＩ三】〈決諦が決治離｜民、
さ’、法め禍で的・ズ主ブ
オＬＩＨ水をてげき役リ11（.的し
るツツ迎いらる割立ア連ス
必パジ邦たれかををツ邦ト
要的ヤIlilIかずに果求プ化リ
がな、にら民つためさか｝、
あ社ラ求で族いしたれ諸フ
る会デめ｝よのててマて民ス
の主イたな平はいり．〈族ク
で義ツのく等考たりるの識
問題であったのである。
か
か
る
状
況
の
下
で
、
》
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
の
再
編
と
ス
ラ
ヴ
氏
族
問
題
九
四
歴史の流れに即して考えれば、（１）（２）および（３）‐－①は、二○世紀における第一次世界大戦末期の東欧識民族の
自
覚
の
高
揚
と
運
動
の
成
長
の
中
で
は
、
既
に
時
代
遅
れ
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
（
３
）
ｌ
②
が
い
か
に
実
現
可
能
か
が
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（注）
（
１
）
周
辺
諸
大
国
の
彫
騨
力
の
「
過
大
」
評
価
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
者
Ⅱ
氏
か
ら
償
虹
な
御
批
判
を
受
け
た
。
仏
を
は
じ
め
と
す
る
、
、
西
欧
列
独
廿
麟
は
、
チ
ェ
コ
亡
命
政
治
家
輔
の
熱
心
な
独
立
要
求
を
承
認
す
る
形
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
側
か
ら
の
東
欧
再
編
計
画
は
当
初
待
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
事
実
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
第
一
に
、
チ
ェ
コ
の
独
立
要
求
は
職
争
当
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
西
欧
諸
列
撤
は
こ
れ
を
無
視
し
、
ま
さ
に
画
シ
ァ
革
命
と
ブ
レ
ス
ト
講
和
以
降
、
彼
ら
の
肛
接
利
害
が
來
欧
の
再
編
と
裕
接
に
結
び
付
い
て
き
た
時
点
で
急
速
に
亡
命
政
治
家
の
要
求
を
認
め
る
方
向
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
ロ
シ
ア
の
社
会
主
義
政
府
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
主
義
政
府
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
革
命
政
府
等
が
熱
心
に
協
獅
図
に
対
し
、
独
自
の
、
か
つ
東
欧
共
同
の
講
和
交
渉
を
は
た
ら
き
か
け
て
も
完
全
に
黙
殺
し
き
っ
た
こ
と
、
の
二
点
に
お
い
て
、
協
商
国
は
、
自
国
の
利
害
関
心
を
東
欧
の
再
編
に
貫
徹
さ
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
東
欧
の
諸
民
族
の
意
向
を
反
映
し
て
受
け
身
的
に
承
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
〔
付
記
》
本
論
文
は
、
一
九
八
四
年
秋
の
史
学
会
報
告
、
及
び
一
九
八
五
年
の
近
現
代
史
サ
マ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
報
告
を
基
礎
に
、
加
繁
・
修
正
したものである。〕
ハプスプルグ帝国の再編とスラグ氏族間脳
九
五
